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各 地 か ら の 報 告

アブラコウモリとモリアブラコウモリの生体における
新たな識別点の可能性
Possibi l i t y of new ident i f icat ion points in l iv ing 
organism’s Japanese pipist rel le and Endo’s pipist rel le 佐藤顕義・勝田節子・高橋  修

  はじめに

　国内には Pipistrellus属の現存種としてアブラコウモリ Pipistrellus abramusとモリアブ
ラコウモリ Pipistrellus endoiが生息しており、アブラコウモリは北海道から南西諸島まで
の記録があるが (Kawai 2015a)、モリアブラコウモリは本州および四国からの記録しかな
い (Kawai 2015b)。生息環境としてはアブラコウモリが市街地、モリアブラコウモリが山
間地に棲み分けしているという考えがあり（今泉 1960；前田 2008aなど）、モリアブラコ
ウモリは冬季や春季には低標高地や低山地でも見つかっている（重昆ほか 2006；Kawai 
2015b； Kawai et al. 2015）。
　両種の体サイズはほぼ重複するため（コウモリの会 2011）、生体における主な識別点は、
体毛や飛膜の色および上顎犬歯の後尖の大きさ、雄の場合は陰茎の形状が異なる点である
（今泉 1960, 1970；Yoshiyuki 1989；阿部 2007；前田 2008a, 2008b；コウモリの会 2011
など）。しかし、アブラコウモリの体毛色は変化に富み（安井 2011）、実際には犬歯の後
尖も個体によって摩滅の程度に差がある。また犬歯の形状を確認するためには長時間の保
定や接写による光の照射など個体に与えるストレスが大きい。さらに雌の場合は陰茎の形
状による同定が行えないなどの問題がある。両種の別の識別点として頭骨の計測値が必要
となるが（今泉 1960；Yoshiyuki 1989）、モリアブラコウモリは環境省（2018）で絶滅危
惧 II類に指定されているため、不明種であったとしても容易に捕殺するべきではないと
考える。また、DNA等による種同定は確実なものと考えられるが、許可や分析費用の問
題の観点から一般的ではない。
　筆者は宮城県におけるコウモリ類の調査において、両種を同時に観察する機会に恵まれ
（Kawai et.al. 2015）、生体における識別点について検討を行った結果、後足腹側の体色お
よび体腹面脇の皮膜上の毛色に違いがあることに気がついた。しかし当日の比較個体がモ
リアブラコウモリ 1個体、アブラコウモリが 2個体であったため、以降の各地における
調査において捕獲された両種の識別点に注目し、さらにこれまでに確認した両種の写真を
検討したので報告を行う。

  材料と方法

　2009年から 2018年までに得られたアブラコウモリとモリアブラコウモリの後足腹側お
よび体腹面脇の皮膜上の毛色の比較として、アブラコウモリが宮城県、栃木県、埼玉県お
よび山梨県の各 1地点の計 4地点（栃木県 2個体、他各 1個体の計 5個体）、モリアブラ
コウモリが静岡県、宮城県、栃木県、愛媛県と高知県の県境（以下、四国）、山梨県、福
島県の各 1地点の計 6地点 (各 1個体の計 6個体 )の写真を材料とした。なお、捕獲位置
等の詳細については未発表記録も含まれていることや種の保護上の観点から省略した。

  結果および考察

　後足腹側はすべての地点において明確な差が見られた（図 1）。すなわちアブラコウモリ
では成獣雄雌および当歳獣雄においても薄紅から赤色の明色系で（図 1a から1e）、モリア
ブラコウモリでは成獣雌雄において暗褐から黒色の暗色系であった（図 1f から1j）。
　体腹面脇の皮膜の毛色においても（図 2）、アブラコウモリでは成獣雄において白色か
ら灰色（図 2a 右 , 2d）、モリアブラコウモリでは黄褐色から暗褐色で（図 2a 左 , 2b, 2c, 2e）、
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各 地 か ら の 報 告 　 佐 藤 顕 義・勝 田 節 子・高 橋  修 　 アブ ラコウモリとモリアブ ラコウモリの 生 体における新たな 識 別 点の可 能 性

図 1　アブラコウモリとモリアブラコウモリの後足腹面の比較 .
（ a-e はアブラコウモリ , f-j はモリアブラコウモリ . a, 宮城県 (2015 年 1 月 , 雄成獣
). b, 栃木県 (2015 年 4 月 , 雌成獣 ).c, 栃木県 (2015 年 8 月 , 雌成獣 ). d, 山梨県
(2016 年 12 月 , 雄成獣 ). e, 埼玉県 (2015 年 7 月 , 雄幼獣 ). f, 宮城県 (2015 年 1
月 , 雄成獣 ). g, 栃木県 (2015 年 7 月 , 雌成獣 ). h, 四国 (2016 年 9 月 , 雄成獣 ). i, 
山梨県 (2017 年 7 月 , 雌成獣 ). j, 福島県 (2018 年 6 月 , 雄成獣 ).）

両種に明確な差が見られた。さらにアブラコウモリでは体腹面脇の
皮膜上の毛の外側も白色の短毛が生えていることから、手膜と尾膜
にかけて半円状に白く縁取りされて見えることが判明した（図 2a 右

および 2d の白丸内）。
　したがって、これらの部位を観察することによって、雌雄差なく
両種を識別することは可能であると考えられた。しかし、モリアブラ
コウモリについては幼獣の記録が見られず、アブラコウモリの幼獣と
の比較を行うことができなかった。また、アブラコウモリは積極的な
捕獲を行わなかったことから例数が少なく、十分な比較材料を示すこ
とができなかった。
　今後もこれら識別点についての情報を収集し、地域差や性齢の差
を加味した比較検討を行っていく必要があるだろう。
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て御快諾いただいた安井さち子氏（コウモリの会）、三宅　隆氏、（静岡県自然史博物館ネッ
トワーク）、谷地森秀二博士（四国自然史科学研究センター）、モリアブラコウモリの写真
を提供していただいた水野昌彦氏（コウモリの会）、原稿についてご助言いただいた山本
輝正氏（岐阜県立土岐紅陵高等学校）の皆様にはこの場をお借りして御礼申し上げます。
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図 2　アブラコウモリとモリアブラコウモリの体
腹面比較 .
（a, 宮城県 (2015 年 1 月 . 左 , モリアブラコウモ
リ雄成獣 . 右 , アブラコウモリ雄成獣 ). b, 栃木
県 (2015 年 7 月 . モリアブラコウモリ雌成獣 ). 
c, 静岡県 (2009 年 7 月 , モリアブラコウモリ雄
成獣 ). d, 埼玉県 (2015 年 7 月 , アブラコウモリ
雄成獣 ). e, 四国 (2016 年 9 月 , モリアブラコウ
モリ雄成獣 , * 水野昌彦氏撮影 ). 白丸 , 体腹面
脇の皮膜の白毛色 .） 

各 地 か ら の 報 告

日本産森林性コウモリ類の最長寿命記録について
山本輝正

  はじめに

　これまでにカグヤコウモリの個体群パラメータとして年平均生存率と平均寿命ととも
に最長寿命の報告を 2か所の生息地について行った（山本・松本 2016）。その後も標識再
捕獲法を継続して実施しているため、これまでに確認できたそれぞれの生息地でのカグ
ヤコウモリとクビワコウモリ、ニホンウサギコウモリの最長寿命のデータを報告する。

  調査地と方法

　調査地は、白山市深瀬の手取川ダム近辺の林道に作られている長さ約 100m、高さ約
6m、幅約 4mのトンネル（以下、白山調査地）のねぐらと松本市鈴蘭にある長野県乗鞍
高原自然保護センターおよび「イガヤ」にある屋外ステージ裏の小屋のそれぞれのねぐら
と、長野県乗鞍高原自然保護センター西側（裏側）でのカスミ網およびハープトラップで
の捕獲調査（以下、乗鞍調査地）である。白山調査地の標高は約 500mで、周辺の植生は

（さとう・あきよし、かつたせつこ　有限会社アルマス／たかはし・おさむ　宮城野野生動物研究会）
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ブナ（Fagus crenata）の原生林を伐採した後のブナを主体とした二次林とスギ（Cryptomeria 

japonica）の植林地であった。乗鞍調査地の標高は約 1500mで、周辺の植生はカラマツ
（Larix kaempferi）の植林地とシラカンバ（Betula platyphylla japonica）やオオシラビソ（Abies 

mariesii）などからなる二次林である。
　白山調査地では 1990年から 2018年まで毎年 5月から 11月に 1～ 5回 /年、乗鞍調査
地では 1990年から 2018年まで毎年 5月から 11月に 5～ 15回 /年、ねぐらの利用状況
を調査し、コウモリ類が確認された場合は捕獲を行った。捕獲は、ねぐらで休眠中の個体
に対して捕虫網を用いて行った。乗鞍調査地でのカスミ網およびハープトラップによる捕
獲調査は、ねぐら調査と同じ頻度で夜間に実施した。
　捕獲されたカグヤコウモリおよびクビワコウモリ、ニホンウサギコウモリの体重および
前腕長の測定には、 体重計（Yongkang Zhezhong Weighing Apparatus Factory製 Diamond 
Portable Pocket Digital Scale Model A04 ）とノギス （ミツトヨ（Mitutoyo） 製プラスチック・
デジタルノギス DIGIPA ）を用いた。その後、外部生殖器により性別を判定し、Anthony 
（1988）に従い、指骨の骨化状況から成長段階を推定し、骨化未了の個体を当歳獣と判断した。
骨化完了の個体は、成獣ないし亜成獣として扱った。計測後、前腕部にコウモリ用の標識
を装着した後、元の場所へ放逐した。捕獲は環境省より鳥獣捕獲許可を取得し実施した。

  結果と考察

　各調査地において再捕獲されたそれぞれのコウモリ類のうち、標識後 10年以上の再捕
獲個体のうちの確認された最長寿命の個体について示した（表１）。
　以前の報告で、カグヤコウモリの白山調査地と乗鞍調査地でのそれぞれの雄の最長寿命
記録は、それぞれ 14年と 17年であったが（山本・松本 2016）、今回それぞれ確認された
最長寿命記録は 18年と 20年となった。さらに、それぞれの個体はどちらも標識を行っ
た時点で幼獣ではなく、出産後少なくとも 1年以上経過した個体であったと考えられるこ
とから、確認された最長寿命は石川調査地で少なくとも 19年、乗鞍調査地で少なくとも
21年ということになる。
　クビワコウモリの最長寿命は、乗鞍調査地で 2000年に捕獲され 2017年に初めて再捕
獲された雌個体であった。この個体が 17年の確認された最長寿命個体であった（表 1）。
この個体は標識を行った時点で幼獣ではなく、出産後少なくとも１年以上経過した個体で
あったと考えられることから、確認された最長寿命は少なくとも 18年ということになる。
　ウサギコウモリの最長寿命個体は、乗鞍調査地で 2004年に捕獲され 2017年と 2018年
に再捕獲された雄個体であった（表1）。この個体が 14年の確認された最長寿命個体であった。
この個体は標識を行った時点で幼獣ではなく、出産後少なくとも１年以上経過した個体で
あったと考えられることから、確認された最長寿命は少なくとも 15年ということになる。

引用文献

Anthony, E. L. P. 1988. Age Determination in Bats. In Ecological and Behavioral Methods for the Study of Bats(T.H. 

Kunz, ed.). pp.47-58, Smithsonian Institution Press, Washington, DC.  

山本輝正・松本和馬．2016．カグヤコウモリ（Myotis frater）オス個体群の 21年間にわたる個体群調査．哺乳類

科学 ,56：135-144．

（やまもと・てるまさ　岐阜県立土岐紅陵高等学校）

各 地 か ら の 報 告 　 山 本 輝 正 　日本 産 森 林 性コウモリ類 の 最 長 寿 命 記 録について

表 1　日本産森林性コウモリ類の最長寿命記録．
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各 地 か ら の 報 告

栃木県奥日光の公衆トイレでヒナコウモリを発見
葛西  萌・安井さち子

図 1　ヒナコウモリが発見されたトイレ．

図 2　ヒナコウモリがいた場所．

  はじめに

　日光市奥日光地域に生息するコウモリ類は、これまでキクガ
シラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum、コキクガシラコウモ
リ Rhinolophus cornutus、ヤマコウモリ Nyctalus aviator、モリア
ブラコウモリ Pipistrellus endoi、ニホンウサギコウモリ Plecotus 

sacrimontis、ヒナコウモリ Vespertilio sinensis、カグヤコウモリ
Myotis frater、ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi、モモジロ
コウモリ Myotis macrodactylus、ノレンコウモリ Myotis bombinus、
テングコウモリ Murina hilgendorfi、コテングコウモリ Murina 

ussuriensisの 12種が知られている（栃木県自然環境調査研究会哺
乳類部会　2002；吉倉ほか　2015；栃木県環境森林部自然環境課・
栃木県立博物館　2018；宮野ほか　未発表）。奥日光での記録の多
くは、森林での捕獲調査を行った 6～ 9月のものであり、それ以
外の時期の記録はほとんどない。
　栃木県内のヒナコウモリについては、夏季に日光市奥日光地域
と湯西川地域の森林で捕獲確認されているほか（小柳ほか 2005；
2011；吉倉ほか　2015）、平地にも生息し、新幹線高架橋のねぐら
が複数か所で確認されている（安井ほか 2016；栃木県環境森林部
自然環境課・栃木県立博物館　2018）。この他、偶発的に発見され
た事例がある（栃木県自然環境調査研究会哺乳類部会　2002）。栃
木県の山地では、夏季以外の季節の本種の生息状況はよくわかっ
ていない。
　今回、2018年 11月に、ヒナコウモリが、奥日光の光徳駐車場の
トイレで発見されたので、報告する。

  発見日時および場所

　2018年 11月 7日午前 10時半ころ、著者の葛西が光徳駐車場のトイレに点検のため入っ
たところ、男子トイレの小便器の中に、コウモリがいるのを発見した（図１, 図２）。全身が
濡れていて弱っていたため、栃木県の傷病鳥獣保護担当者に届出を行った。放獣できる春
まで保護することになった。
　光徳駐車場トイレの位置は、36.79698N、139.45476E、標高 1430mである。トイレ内
にはヒーターがあり、室温は 25℃程度に保たれていた。トイレの扉は通常は閉まってい
るが、コウモリが発見された日は、全体の入り口と男子トイレの入り口ともに、少し開い
ていた。
　保護されたコウモリは、ヒナコウモリのオスであった（図３）。発見した翌日 11月
8日の体重は 17gであった。また、11月 10日に安井が計測を行ったところ、前腕長
48.75mm、耳介幅 12mmであった。なお、捕獲計測は、平成 30年度栃木県自環第 284号
に基づき行った。図４と図５に飼育環境を示した。

  考察

　関東地方では、市街地において 10月～ 1月に単独のヒナコウモリが建物で発見されるこ
とが時々ある（重昆　2012）。一方、11月は越冬場所で観察される時期でもある（山口　
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各 地 か ら の 報 告 　 葛 西   萌・安 井 さち子 　 栃 木 県 奥日光 の 公 衆トイレでヒナコウモリを発 見

図 3　保護されたヒナコウモリ．

図 4　ヒナコウモリを保護しているプラスチックケース．ケース内に
は、巣箱と、水を染み込ませたティッシュが置いてある．

図 5　巣箱の中の様子．

2000；大沢ほか　2012）。関東地方のヒナコウモリの越冬場
所は、平地から山地まで知られている（山口ほか　2005；
山口　2006；重昆ほか　2013；大沢ほか　2013）。今回の個
体が、越冬場所への移動途中であったのか、越冬している個
体であるのかわからないが、奥日光で 11月にコウモリの可
聴音の情報があることから、越冬場所がある可能性もある。
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各 地 か ら の 報 告

　宮城県での初記録は 2001年 4月 14日、鳴瀬町（現
在の東松島市）の石切場跡でカスミ網にかかった
♂でした（表 1）。音声を録音して山口大学の松村澄
子さんに送ったところ、「ヨーロッパのとはだいぶ
違うようですね」と教示されました。右腕に S2838
の標識バンドを付けて同所に放獣したところ、この
同じ個体が 2008年 12月 14日、宮城教育大学の学
生他とのヒナコウモリ越冬調査の際に石切跡の溝の
すきまから発見されました（表 1）。7年８ケ月ぶり
の再会。「おーよく元気でいたな」と感激でした !! 
　4月に捕獲したときは春の移動の途中かとも考え
られましたが、12月にもみつかったので、ここは
越冬場所なのだろうと思っています。県内でこの他
にはまだチチブコウモリの採集例はありません。
　2000年 7月 14日～ 17日に、福島県桧枝岐村尾
瀬ヶ原でのレッドデータブック哺乳類調査に参加し
た時、16-17日に燧ケ岳登山道にカスミ網をかけて
チチブコウモリ、クビワコウモリ、ヒナコウモリ各
１頭を採集しました（表 2）。チチブコウモリを見
たのはこれが初めてで、乳頭がふくらみ、授乳中の
♀でした（図 1，2）。チチブコウモリ・クビワコウ
モリは福島県での初記録でした。尾瀬ヶ原では以前
にもコヤマコウモリ・オゼホオヒゲコウモリなどの
記録があり、もっと詳しく調査すべき場所でしょう。

コウモリ雑記帳 ②

チチブコウモリBarbastella darjelingensis (Hodgson, 1855)
高橋  修

図 1　チチブコウモリ．

図 2　乳頭がふくらんだ
チチブコウモリ．　2018年 10～ 11月に東北大学博物館で開催した「もっと知りたい 日本とキューバのコ

ウモリ」展の際に、遠藤公男さんからコウモリの標本をお借りしました。その中にチチブ
コウモリがありました（♂成獣、1977年 9月 5日岩手県宮古市日出島、尾崎清明氏（山
階鳥類研究所）採集）。海岸部での記録は少ないですが、山地から海岸部へ季節で移動す
るのかもしれません。
　最後に、情報を提供くださった遠藤公男さん、原稿をまとめてくださった佐藤顕義さん
に感謝いたします。

表 1　宮城県東松島市におけるチチブコウモリ（S2838 ♂）の再捕獲記録．

表 2　福島県桧枝岐村尾瀬ヶ原燧ケ岳登山道におけるコウモリの捕獲記録（2000 年 7 月 16-17 日）．

（たかはし・おさむ　宮城野野生動物研究会）
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日本産キクガシラコウモリ科コウモリ類 2 種の音声の地理的変異
山本輝正

  はじめに

　日本には、キクガシラコウモリ科コウモリが 4種、すなわちキクガシラコウモリ
Rhinolophus ferrumequinum とコキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus 、オキナワコキク
ガシラコウモリ Rhinolophus pumilus 、ヤエヤマコキクガシラコウモリ Rhinolophus perditus 
が生息している（Ohdachi et al. 2015）。このうち、キクガシラコウモリとコキクガシラコ
ウモリは、北海道から九州に広く分布している（Ohdachi et al. 2015）。
　キクガシラコウモリ科コウモリ類の音声は、周波数一定の純音（一定周波数 ; CF; 
constant frequency）とその前後にスイープして高くなったり低くなったりする変音 
（周波数変調 ; FM; frequency modulated）とが見られ（舩越 2004）、スペクトログラム 
（Spectrogram）の形状によって、FM/CF/FM型（中央が一定周波数（CF）と前端と後端
が周波数変調（FM）する音声）に分類される（舩越 2004, 2005, 2007; 船越 2010）。そして、
キクガシラコウモリの発する音声の周波数は、日本列島を北上しながら減少する地理的
クラインが存在すること（Fukui et al. 2004；松村 2005；福井ほか 2010；船越 2010）、コ
キクガシラコウモリの発する音声の周波数も、北上しながら減少する地理的クラインが
存在すること（松村 2005；福井ほか 2010；船越 2010）が、それぞれ知られている。
　今回、日本列島の本州中部地区を中心とした地点で録音したキクガシラコウモリとコ
キクガシラコウモリの CF部の PF( PF: peak frequency or frequency of maximum energy of 
the pulse) について比較したので報告する。

  材料および方法

　2004年から 2018年にかけて、バットディテクター（コウモリ類が発する超音波パル
スを可聴音に変換する機器 : D1000X、D500Xおよび D240X (Pettersson Elektronik AB, 
Uppsala Sweden )）を用いてキクガシラコウモリとコキクガシラコウモリの音声を録音し
た。音声の録音地点は、本州中部を中心とした 36地点である（図 1）。録音した音声は、

解析ソフト Bat Sound Ver4.21 (Pettersson Elektronik AB, 
Uppsala Sweden) を用いて CF部の PFを計測した。 
　今回録音された音声は、洞窟内や野外の構造物などに止
まっている場合または捕獲状態の音声を録音した精査音と
飛行中に出されるドップラー変換補償された音声の 2種が
ある。このうち飛行中に出されるドップラー変換補償され
た音声は、エコーの周波数を一定に保つように音声の周波
数が調整された音声（山田ほか 2018）である。このため、
キクガシラコウモリでは精査音より±2kHzシフトする（松
村 2005）。また、コキクガシラコウモリの飛翔中の音声の
周波数変化は 5.4kHz以内であった。CF音の比較は、飛
んでいないときの音声を対象としなければいけない（松村 
2005）が、飛翔中の音声は、それぞれ±2kHzまたは 5.4kHz
の範囲内に精査音が存在するものとして、両種の音声の計
測を行った。なお、飛翔中の音声の計測については、1ファ
イル内の最小周波数と最大周波数を計測し、中央値をその
ファイルの平均周波数とした。

各 地 か ら の 報 告

図 1　調査地．
①～㊱は調査地の場所を示す． 
A～ D は，調査地が近接してい
るため，それぞれ拡大して示した．
詳しくは，表１・２参照．
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  考察

キクガシラコウモリの音声
　キクガシラコウモリでは、36地点中 35地点で音声を録音することができた（図 1，表 1）。
この内、2回以上調査を実施できたのは 13地点であった（表 1）。この 13地点の各地点の
最小周波数と最大周波数の差は、精査音で 2.5kHz、精査音以外で 2.9kHzであった（表 1）。

表 1　キクガシラコウモリのパルスの CF 部の PF の周波数．

地図上
の位置 調査地 年 / 月 / 日 録音環境

精査音 精査音以外
平均周波数
（kHz）

周波数の範囲
（最小 - 最大）

ファイル数
（個）

平均周波数
（kHz）

周波数の範囲
（最小 - 最大）

ファイル数
（個）

1 山形県鶴岡市田麦俣 2010/8/28 林内 62.8 62.1-63.5 1
2 新潟県佐渡島 2004/8/2 洞窟 67.5 66.8-68.5 3
3 新潟県柏崎市内 2004/7/31 （捕獲個体） 67.6 67.4-67.7 3
4 石川県珠洲市三崎町寺家（須須神社） 2018/4/21 林内 68.0 67.7-68.2 6

　 2018/5/19 林内 66.4 66.3-66.5 2
2018/7/24 林内 　 66.5 65.5-67.5 2
2018/8/6 林内 68.1 68.1 1

5 石川県珠洲市南山（宝立山） 2017/5/27 林内 66.9 66.6-67.1 2
　 2017/7/27 林内 67.6 66.6-68.2 5

6 石川県輪島市町野町曽々木 2014/9/14 林内 65.1 63.6-66.5 2
7 石川県輪島市門前町大釡 2009/7/18 家屋 67.3 67.2-67.3 2

　 2009/8/14 家屋 67.0 66.2-67.4 4
　 2008/7/28 家屋 67.4 67.2-67.5 2

8 石川県鳳珠郡能登町越坂 2009/8/23 林内 65.8 64.8-66.8 1
9 石川県羽咋郡宝達志水町（宝達山） 2010/6/5 林内 67.1 67.0-67.1 1    

　 2011/7/23 林内 66.3 65.5-67.0 2
10 長野県須坂市山新田 2010/7/4 洞窟 66.6 66.4-66.7 4
11 石川県金沢市夕日寺 2009/9/21 洞窟 67.4 66.9-68.2 4
12 石川県金沢市角間（金沢大学） 2009/10/10 橋の下 65.8 65.5-66.0 2
13 石川県金沢市額谷 2014/5/24 洞窟 67.6 67.2-67.9 3

　 2014/9/13 洞窟 66.5 66.2-66.8 4
　 2015/5/23 洞窟 66.9 66.5-67.8 3

14 石川県金沢市山川 2015/7/19 洞窟 67.3 67.3-67.4 2
15 石川県金沢市二又新町（犀川ダム） 2007/5/27 トンネル 67.8 67.4-68.2 3
16 石川県加賀市橋立町 2007/8/22 洞窟 67.4 67.3-67.6 4
17 石川県白山市深瀬 2009/6/20 トンネル 67.3 66.9-67.4 7

2018/7/25 トンネル 67.5 67.5 2
2018/8/7 トンネル 67.4 67.3-67.5 3

18 石川県白山市白峰（大嵐山） 2010/7/27 林内
（night-roost) 67.6 67.1-68.2 4

19 石川県白山市白峰（御前山） 2010/8/21 林内 67.2 65.8-68.6 2
20 岐阜県飛騨市神岡町森茂（深洞原生林） 2018/5/26 捕獲 67.3 67.3 2

2018/7/27 捕獲 67.3 67.3 1
2015/8/9 捕獲 67.3 67.3 1

21 長野県松本市乗鞍高原 2008/7/25 night-roost 67.2 67.1-67.2 1
　 　 2009/6/27 night-roost 66.6 66.3-66.7 3

　 2010/7/17 night-roost 66.8 66.7-66.9 1
　 2011/7/9 night-roost 66.4 66.2-66.6 1
　 2012/7/25 night-roost 67.3 66.7-67.9 2
　 2012/8/4 night-roost 67.4 67.3-67.4 1
　 2012/9/8 night-roost 67.2 66.6-67.8 4
　 2013/6/15 night-roost 66.7 66.7-66.7 2
　 2013/6/29 night-roost 66.2 66.2-66.2 1
　 2013/8/5 night-roost 67.0 66.6-67.5 2
　 2013/9/14 night-roost 67.8 67.6-67.8 2
　 2014/5/24 night-roost 66.9 66.2-67.5 2

2014/8/29 night-roost 66.9 66.2-67.5 2
　 2015/7/24 night-roost 66.6 66.6-66.6 1
　 2016/6/4 night-roost 66.4 66.2-66.5 2

22 岐阜県飛騨市河合町天生 (天生湿原） 2007/6/15 林内 　 67.9 67.7-68.0 5
　 2008/7/22 林内 68.1 67.5-68.8 3
　 2008/8/23 林内 67.2 66.5-67.7 3

23 岐阜県大野郡白川村鳩谷 2018/6/17 トンネル 67.6 67.3-67.9 2
2018/7/28 トンネル 68.5 68.5 1

24 岐阜県大野郡白川村福島保木 2013/8/10 トンネル 67.6 67.5-67.8 2
25 岐阜県高山市国府町 2007/6/2 橋の下 65.1 64.8-65.5 1
26 岐阜県下呂市小坂町落合唐谷（濁河） 2015/8/12 林内 66.9 66.7-67.0 1
27 山梨県南アルプス市櫛形山 2009/8/6 林内 66.4 66.2-66.5 1
28 長野県飯田市上村 (北又渡） 2007/8/8 林内 67.7 67.3-68.0 5

　 2007/9/29 林内 66.5 65.4-66.5 6
　 2008/8/5 林内 66.7 66.2-67.2 2
　 2009/7/4 林内 66.5 67.2-67.4 1
　 2009/8/3 林内 67.3 66.4-67.3 3
　 2009/9/29 林内 66.0 65.7-66.4 1

29 長野県下伊那郡泰阜村川端 （万古渓谷） 2007/5/17 トンネル 66.4 66.4-66.8 3
30 岐阜県岐阜市岩崎 2007/5/16 古墳 68.1 67.9-68.2 4
31 岐阜県加茂郡八百津町飯田 2018/7/16 廃坑 67.8 67.8 2
32 岐阜県可児市久々利 2007/4/12 廃坑 66.2 66.1-66.7 8

2018/7/16 廃坑 67.6 67.5-67.8 5
34 岐阜県多治見市諏訪 2015/7/7 トンネル 67.7 66.2-68.7 3

　 2018/3/26 トンネル 66.7 66.7-66.9 1
35 静岡県川根本町千頭 2007/7/7 トンネル 66.6 66.0-66.7 5 66.3 65.5-67.0 1
36 静岡県榛原郡川根本町梅地 2010/2/27 トンネル 65.8 65.5-66.0 4

※生息地保護のため、場所を特定されるデータは掲載しないこととした .
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各 地 か ら の 報 告 山 本 輝 正 　 日 本 産 キ ク ガ シ ラコウ モリ 科コウ モリ 類 2 種 の 音 声 の 地 理 的 変 異

これらは、キクガシラコウモリでは、同一集団内において、周波数の
個体差が存在することを示している。一方、深洞原生林（図 1- ⑳）で
は、標識ですべて異なる個体であることが確認されたが、精査音です
べて同じ周波数の音声を発していた。
 　調査地全体での地域間ごとの音声周波数の比較では、山形県鶴岡
市のデータを除けば平均周波数は 65.1~68.5kHzの範囲で、平均周波
数間の差は 3.4kHzの範囲内であった。一方、精査音以外のデータで
あるが山形県鶴岡市の平均周波数は、62.8kHzで、最小周波数～最大
周波数が他の地域の周波数と重なるのは石川県輪島市町野町の林内で
録音された個体 1例のみであった（図 1- ⑥ , 表 1）。
　本調査のみで見るとキクガシラコウモリの音声周波数のクラインは
確認が難しい。一方、これまで報告された日本列島全体のキクガシラ
コウモリの CF部の PFのデータ（表 3）を見ると、キクガシラコウ
モリの発する音声周波数には、日本列島を北上しながら減少する地理
的クラインが存在すること（Fukui et al. 2004；松村 2005；福井ほか 
2010；船越 2010）が確認できる。そして本調査地のデータはその中
間部に存在し、そのクライン内に納まっていることが確認できる。
　しかしながら、本調査の一部データがクラインと逆行するかのよう
に見えるのは、集団内に周波数の個体差があり、キクガシラコウモリ
の 1集団では 3kHz内に納まる（松村 2005）ことも関係していると
考えられる。また、地域ごとに周波数の異なる個体群間の移動も影響
していることが予想される。
　今後は東日本地区および西日本地区各地での CF部の PFの測定を
行うことでより精密なクラインの状況が確認できるものと考えられ
る。今後、これらの地域の調査を行っている方々にキクガシラコウモ
リの音声の CF部の PFのデータを報告していただくことで、日本産

表 2　コキクガシラコウモリのパルスの CF 部の PF の周波数．

表 3　日本各地で計測されたキクガシラコウモリのパルス
の CF 部の PF の周波数．

表 4　日本各地で計測されたコキクガシラコウモリのパル
スの CF 部の PF の周波数．

地図上
の位置 調査地 年 / 月 / 日 録音環境

精査音 精査音以外
平均周波数
（kHz）

周波数の範囲
（最小 - 最大）

ファイル数
（個）

平均周波数
（kHz）

周波数の範囲
（最小 - 最大）

ファイル数
（個）

4 石川県珠洲市三崎町寺家（須須神社） 2018/3/29 林内 104.3 103.0-104.5 1
5 石川県珠洲市南山（宝立山） 2011/7/23 林内 103.2 101.7-104.5 1

2017/5/27 林内 102.4 101.0-103.7 3
2017/9/23 林内 102.8 102.7-103.0 2

9 石川県羽咋郡宝達志水町宝達（宝達山） 2010/6/5 林内 102.5 101.9-103.4 1
2011/7/23 林内 103.7 101.7-105.7 5
2014/5/24 林内 103.5 101.9-105.0 3

10 長野県須坂市山新田 2010/7/4 洞窟 103.2 101.8-104.2 5
13 石川県金沢市額谷 2014/7/19 洞窟 101.7 99.7-103.9 2
　 　 2014/8/6 洞窟 101.2 99.7-102.7 1
　 　 2014/9/13 洞窟 103.3 101.9-104.7 3
　 　 2015/4/25 洞窟 102.2 99.9-104.5 5

2015/5/23 洞窟 102.6 100.0-105.1 3
14 石川県金沢市山川 2015/7/19 洞窟 103.6 102.1-105.1 2
17 石川県白山市白峰深瀬 2012/9/22 林内 103.1 102.4-104.0 1

18 石川県白山市白峰（大嵐山） 2010/7/27 林内 (night-
roost） 104.1 104.0-104.2 1

21 長野県松本市乗鞍高原 2013/7/20 night roost 103.7 103.4-104.0 3
　 　 2014/8/29 night roost 103.2 101.9-104.5 3
　 　 2016/6/4 night roost 103.3 103.3-103.3 1
　 　 2018/5/12 night roost 103.4 103.3-103.4 3
22 岐阜県飛騨市河合町天生 (天生湿原） 2008/10/11 林内 105.4 105.3-105.6 6
26 岐阜県下呂市小坂町落合唐谷（濁河） 2014/8/13 林内 103.8 102.2-105.4 1
　 　 2015/6/12 林内 103.3 101.8-104.8 1
28 長野県飯田市上村 (北又渡） 2008/6/14 林内 103.8 103.6-104.0 1
33 岐阜県瑞浪市地球回廊 2008/3/16 トンネル 104.3 102.4-105.3 7
35 静岡県川根本町千頭 2007/7/7 103.2 103.0-103.7 2
36 静岡県榛原郡川根本町梅地 2010/2/27 トンネル 104.6 104.2-104.8 5

採集地 平均
(kHz)

最小～最大
(kHz) 文献

北海道苫小牧市 65 62.8-66.6 Fukui et al. 2004
青森県（三戸） 65 64-66 松村 2005
石川県（穴水） 66 松村 2005
千葉県 68 松村 2005
和歌山県 67.5 67-68 松村 2005
和歌山県東牟婁郡古座川町 65.2 福井ほか 2010
香川県小豆郡（小豆島） 68 67-68 松村 2005
愛媛県喜多郡内子町（小田町） 67 67-68 松村 2005
広島県北東部庄原市東城町
および神石高原町（帝釈） 66 66-66.5 松村 2005

山口県岩国市錦町 68 67.5-68.5 松村 2005
山口県美祢市秋芳町秋吉 69 68-70 松村 2005
大分県野津原町 68.5 68.3-68.8 船越 2010
鹿児島県志布志市 69.7 69.3-70.3 船越 2010
鹿児島県熊毛郡屋久島町 68 67-69 松村 2005
長崎県対馬市 70 69-70 松村 2005

採集地 平均
(kHz)

最小～最大
(kHz) 文献

青森県（三戸） 104 103-104 松村 2005
石川県（穴水） 104 104-105 松村 2005

和歌山県東牟婁郡古座川町 106.25
福井ほか 
2010

愛媛県喜多郡内子町（小田町） 105 103-106 松村 2005
山口県美祢市秋芳町秋吉 106 106-108 松村 2005
福岡県糸島市 109 108-110 松村 2005

福岡県京都郡犀川町 107.7
107.1-
108.1

船越 2010

熊本県球磨郡球磨村 108.2
107.1-
108.8

船越 2010

大分県野津原町 108.3
107.3-
109.0

船越 2010

鹿児島県志布志市 109.6 108.7-110.8 船越 2010
鹿児島県熊毛郡屋久島町 109 108-109 松村 2005
長崎県対馬市 109 108-109 松村 2005

※生息地保護のため、場所を特定されるデータは掲載しないこととした .
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キクガシラコウモリの新たな知見が得られる可能性が期待される。

コキクガシラコウモリの音声
　コキクガシラコウモリでは、36地点中15地点で音声を録音することができた（図1，表2）。この内、
2回以上調査を実施できたのは 5地点であった（表 2）。 この 5地点の各地点の最小周波数と最
大周波数の差は、精査音で 2.6kHz、精査音以外で 5.4kHzであった（表 2）。これらは、コキク
ガシラコウモリでも同一集団内において、周波数の個体差が存在することを示している。
　調査地全体での地域間ごとの比較では、精査音の平均周波数は 102.0~104.6kHzの範囲
で、この周波数間の差は 2.6kHz、精査音以外の平均周波数は 101.2～ 105.4kHzの範囲で、
この周波数間の差は 3.5kHzであった。
　これまで報告されたコキクガシラコウモリの CF部の PFのデータ（表 4）を見ると、コキク
ガシラコウモリの発する音声周波数は、北上しながら減少する地理的クラインが存在すること
（松村 2005；福井ほか 2010；船越 2010）が確認できる。そして、本調査地のデータもそのク
ライン内に納まっているものもあれは、PFの値が低い調査地も見られた。これが本州中部地
区でのみの傾向であるのか、日本全体にこの傾向があるのかについては、今後、東日本地区お
よび西日本地区各地での CF部の PFの測定を行うことが必要と考えられる。今後、これらの
地域の調査を行っている方々にコキクガシラコウモリの音声の CF部の PFのデータを報告し
ていただくことで、日本産コキクガシラコウモリの新たな知見が得られる可能性が期待される。
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真昼のヤマコウモリ余話
（10月下旬～11月下旬と3月初旬～4月上旬の日中飛翔について）

　2011年初夏に群馬県藤岡市内の上越新幹線の高架橋下をねぐらとするヒナコウモリの
出産哺育コロニーの調査（重昆ほか 2013）に参加したのがきっかけで、同じような構造
をしている埼玉県内の上越新幹線を調べはじめた。その結果、最北端の上里町から本庄
市・深谷市・熊谷市・行田市・鴻巣市にわたって延々とヒナコウモリの出産哺育コロニー
が形成されていることが確認された。佐藤顕義氏や勝田節子氏らと共に現在に至るまで
調査を継続して、ヒナコウモリについては、個体数は減るものの同じ範囲を越冬ねぐら
としても利用していることが確認された（大沢ほか 2014a）。さらに、ヤマコウモリとア
ブラコウモリも埼玉県の上越新幹線の高架橋下で出産哺育と越冬をしていることが確認
された（佐藤ほか 2013, 2016；大沢ほか 2014b, 2015）。
　熊谷市の高架橋下には、ヤマコウモリおよびヒナコウモリの特に大きなコロニーがあ
り、2011年から 2018年現在に至るまで継続して観察を行っている。個体数の季節によ
る変動を調べたり、捕獲してバンディングしたり、糞分析により食性を調べたりとさま
ざまなテーマで調査を行い、一部は埼玉県立自然の博物館の研究報告に報告している（佐
藤ほか 2013, 2016；大沢ほか 2013；勝田ほか 2014；大沢ほか 2014a）。
　ヤマコウモリが 10月下旬から 11月下旬にかけてと 3月初旬から 4月上旬にかけて、
日中明るいうちから出巣することについても報告をした（Osawa et al. 2017）。Osawa et 
al.（2017）では、日中飛翔するときはその季節にしては比較的暖かい日が多いこと、こ
の時期調査地から 1.5kmほど離れた荒川やその周辺で日中エコーロケーション音を出し
ながら飛翔している個体が見られること、虫を追っていると思われる行動が見られるこ
と、ねぐらの近くを日中飛んでいるときにフィーディングバズが聞こえること、その時
期の糞からは昼行性の昆虫が見つかること、調査地とは違う場所だがトンボをくわえて
日中飛翔している個体を写真撮影したことなどから、ヤマコウモリは昼間に採餌にでか
けると考えられた。さらに、冬眠の前後の時期であり、かつこの時期は夜出巣しても 1
時間足らずでねぐらに戻ってくることが多いことなどから、エネルギーを特に必要とし
ている時期なのに夜間の採餌が十分でないために、日中活動している可能性を示唆した。
　今回、Osawa et al.（2017）では触れなかった日中飛翔調査中に見られたヤマコウモリ
のさまざまな様子を報告したい。なお、調査データについては、佐藤顕義氏、勝田節子
氏と共に調査したものである。

  ランチに出かけるヤマコウモリ：何時頃出巣するのか 

　ヤマコウモリは日没前の比較的明るい時間に出巣することが多い（福井 2011）。ここで
は日没 1時間よりも前の出巣を日中飛翔と呼ぶこととした。最初の個体が飛び出す時間
は図 1の通りであった。日中飛翔は、2014年 11月 6日の 11時 17分が最も早い時刻であっ
た。ただし、調査開始時刻が 13時過ぎの場合もあるので、調査開始以前に出巣していた
可能性もある。しかし夜明け前後から調査したことも 2回、8時台から 9時台に調査を開
始したことも 3回あるが、いずれも 11時以前に日中飛翔が確認された例はなかった。また、
日中に出巣したがその後日中の帰巣がなかった日は、出巣開始時刻が比較的遅い場合に
多く確認された（図 1）。
　日中に 30頭以上の出巣が確認された 5日間について 10分ごとに出巣した個体数をま
とめて示した（図 2）。季節変化などの傾向は 5日間でははっきりと認識できなかったが、
日中の出巣が特定の時間帯に集中して確認される日と、長時間にわたって散発的に出巣
が確認される日があった。

大沢啓子・大沢夕志
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図 1　日中に最初の個体が出巣した時間．

  ランチタイムは何分？ 

　個体識別による追跡をしていないため、ねぐら外で活動していた実際の日中飛翔の活動時間
は求められない。しかし、出巣平均時刻と帰巣平均時刻を求めることで日中の活動時間を推定
した。出巣時と帰巣時の個体数が一致していた 4日間はこのねぐらから出巣した個体が帰って
きた可能性が高いと思われ、そのまま平均時刻を採用した。しかし、日中終了時刻後の帰巣や
ねぐら間の移動、出帰巣の見逃し等により出巣数と帰巣数が一致しないことが多い。そのため、
10頭以上の出巣・帰巣があった 6日間は、出巣数の方が多い場合の帰巣数を越えた分の出巣
については、日中終了時間以降に帰巣したものとみなし、出巣開始から帰巣した頭数分の平均
時刻を修正平均出巣時刻とし、帰巣数の方が多い場合は、出巣・帰巣とも全頭数分の平均時
刻を採用した。この結果から、ねぐら外で活動していた日中活動時間は、平均 1時間 20分と
算出された（表1）。
　2013年 11月 16日に保護した個体については、直接日中活動した時間がわかった。観察し
ていたスリットの真下は、一部が田んぼに水を供給する水路となっているが、この時はほとん
ど水がない状態の所にトーパー状態のまま、ねぐらから泥の上に落下した個体があった。この
個体を一時的に保護して、体が温まってきた 14時 49分に放獣したところ、ねぐらには帰らず
荒川河川敷方面に飛び去った。15時 13分、同個体と考えられる腹部が泥で汚れた個体がねぐ
らに戻ってきた。自然な出巣ではないが 24分間日中活動していたことになる。

  コウモリもねぐらから落ちる 

　ヤマコウモリがねぐらとして利用しているのは垂直方向のスリットのため、「足を踏み外
せば」そのまま地表に落下する。樹洞とはこの点が大きく違う。この時期には、ねぐらで
昼間も時々声が聞こえて覚醒している個体もいるが、写真撮影等で確認したところ、賑や
かに鳴いているようでも全個体が覚醒しているわけではなく、まったく動かずトーパーに
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入っている個体も多いようだ。2013年 11月 11日にもトーパー状態で墜落したヤマコウモ
リを保護後放獣している。この時も水路の泥の上に落ちた。余分なエネルギーを使わない
ようにトーパーになっている個体にとって、周りが覚醒し、騒いだり動き回られるのはいい
迷惑のようだ。拾い上げてからしばらくは体がゆっくりとしか動かず、覚醒するまで 10分
以上は時間がかかったが、もしわれわれが保護しなかったら溺れていたか、サギ類やネコ
などに捕食されていた可能性がある。（捕獲許可；環境省関東地方環境事務所第 1304043号）

  カラスとの遭遇 

　ヤマコウモリは大きくて目立つため、日中飛翔が他種のコウモリより目につき易いとも
いえるが、周囲の新幹線高架隙間でヤマコウモリと同所的にねぐらをとっているヒナコウ
モリやアブラコウモリについては、調査期間中、日中の出巣は一度も確認できなかった。
ヤマコウモリにも捕食者はいるだろうが、ヒナコウモリやアブラコウモリは、ヤマコウモ
リよりもさらに小型で、日中は猛禽類などにより捕食される危険が高いためと想像される。
　捕食ではないが、調査中の 2013年 10月 30日 14時 40分に、飛び出したヤマコウモリ
が通りかかったカラス Corvus sp.と遭遇して追われた場面があったが、深刻なものではな
く、ヤマコウモリは無事飛び去った。

  明るい空を飛ぶコウモリ 

　われわれはもともとオオコウモリから小型コウモリの世界に興味を持った。木の枝にぶ
ら下がって寝るオオコウモリの場合は、昼間ずっとぐっすり眠っているわけではなく、青
空を飛ぶのはそれほど珍しくない。一方、食虫性コウモリは夕暮れ以降に見るのがほとん
どだ。ヤマコウモリ以外の食虫性コウモリでは、我が家の近くで真っ昼間に飛ぶアブラコ
ウモリを 4月と 8月に 1回ずつ 1頭見たことがあるだけである。ヤマコウモリが昼間に
飛ぶことがあるのは前から知っていたが、ここ熊谷の調査地で、多いときは 100頭近い
コウモリが青空に飛び出していくのを見た時の感激は忘れない。
　2013年 10月 30日には 13時 29分から 15時 24分にかけてねぐら内の総個体の約 96％
にあたる 99頭が、同年 10月 31日には 15時 21分から 15時 47分にかけてねぐら内の総
個体の約 97％にあたる 90頭が出巣した。年によっても違うようだし、気温だけでは予測
できないので何人もの知人が見に来てくれたが、なかなかあの見事な日中の出巣を見ても
らうことはできないでいる。
　日中飛翔をするかどうかは、例えば春の場合は前年の冬眠前にどれだけ脂肪を蓄えられ
たか、あるいは、冬期間の気温などの影響も考えられるだろう。秋の場合は日中飛翔する
のは幼獣なのか成獣なのか、Speakman(1990)は 8-9月に日中飛翔のピークの一つが見ら

図 2　10 分ごとに出巣した個体数．
縦軸はプラス側が出巣した数で
マイナス側は帰巣した数．

大 沢 啓 子 ・大 沢 夕 志 　 真 昼 の ヤ マ コウ モリ 余 話各 地 か ら の 報 告
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表 1　日中飛翔したコウモリがねぐらの外で過ごした推定時間

れるのは独り立ちしたばかりの幼獣は採餌が下手なため、夜間だけでは十分採餌できてい
ないのではないかと推察している。われわれの調査地でのピークとはちょっとずれるが、
いずれにせよ Speakman(1990)がいっていることを検証するには、日中飛翔するコウモリ
を捕獲して幼獣かどうかを判別する必要があるし、栄養状況も検討する必要がある。また
ヤマコウモリの糞には秋と春に大量の鳥の羽毛が見られることがあり、鳥も採餌している
と考えられる (Fukui et al. 2013; 勝田ほか 2014) が、鳥の捕食との関係はどうなのだろうか。
　ここでは日中飛翔についてのみ述べたが、日中飛翔があった時の通常の夕方から夜間に
出巣した場合の活動時間などについてはどうなのだろうか。われわれの観察はビデオ撮影
も含めてもっぱら目視によるものなので、目視が難しい夜間に関しては残念ながらまった
く調査できていない。
　これから先はわれわれの手には余ることも多いが、ヤマコウモリが奥深く魅力的なコウ
モリであることは確かだ。

引用文献
福井　大．2011． ヤマコウモリ．コウモリ識別ハンドブック改訂版（コウモリの会 ,編）, pp.30-31．文一総合出版，東京．

Fukui, D., Dewa, H., Katsuta, S., and Sato, A. 2013. Bird predation by the birdlike noctule in Japan. Journal of 

Mammalogy, 94: 657-661.

重昆達也・大沢夕志・大沢啓子・峰下　耕・清水孝頼・向山　満．2013．群馬県の新幹線高架橋で見つかったヒナ

コウモリVespertilio sinensis の出産哺育コロニーおよび冬季集団．群馬県立自然史博物館研究報告，17：131-146．
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大沢啓子・佐藤顕義・勝田節子・大沢夕志．2014a．埼玉県の新幹線高架におけるヒナコウモリ Vespertilio 

sinensisの越冬期と出産哺育期の分布．埼玉県立自然の博物館研究報告，8：49-52．

大沢啓子・佐藤顕義・勝田節子・大沢夕志．2014b．埼玉県熊谷市の上越新幹線高架におけるヤマコウモリ 

Nyctalus aviator の出産・哺育の初記録．日本哺乳類学会 2014年度大会プログラム ・ 講演要旨集，p.161．
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兵庫県香美町で枯れ木に休息するコテングコウモリを発見
田中一馬

　2019年 4月はじめに枯れ木の樹皮下で休息しているコテ
ングコウモリ 1頭が、田中一馬と田中咲によって発見されま
した。この地方では、4月上旬は少しずつ虫や小動物たちも
動き出し、山が賑やかになってくる時期ですが、まだまだ気
温は低く、日陰には雪が残ることもあります。
【発見の日時】
　2019年 4月 3日 16時頃。
【場所】
　兵庫県香美町村岡区境にある矢田川支川楠見谷川（標高約
60ｍ、北緯 35度 34分 9.8秒、東経 134度 35分 56.5秒 付近）。
（図 1）
【発見の経緯】
　田中咲が楠見谷川で立ち枯れ木の樹皮を剥がしたところ、
蜘蛛の巣のようなものを見つけました（図 2）。全長 5cmほ
どの一見キウイフルーツのような塊。ピクリとも動かず最初
は昆虫の卵かと思いました。よく見ると耳も翼もあり、コウ
モリだとわかりました。
　発見した場所は、沢沿いの立ち枯れ木の地上から 1.2ｍか
ら 1.5ｍ程度の位置の樹皮下でした。樹皮下の空洞部分に下
向きでとまっていました。枯れ木は、高さ 3ｍから 4ｍのほ
ぼ幹だけが残った細い木で、樹種はスギと思われます。コウ
モリの休息場所の下側の樹皮は脱落していました（図 3）。コ
ウモリは、観察当初は動きませんでしたが、観察を続けてい
る間に、少しずつ体を震わせて動きはじめました。観察のあ
と、コウモリはそっとそのままにして帰宅しました。インター
ネットで調べたところコテングコウモリだとわかりました。
この観察の様子を動画撮影しており、ブログと twitterで観
ることができます。

図 3　確認されたコテングコウモリ（１頭を複数の角度から撮影）．

図 2　コテングコウモリの確認位置．

図 1　発見場所．

【ブログ：田中一馬ブログ - 但馬牛の原産地 
兵庫県美方郡の牛飼い・削蹄師 | 田中畜産】
https://tanatiku.com/kazuma/22039　
【twitter】
h t t p s : / / t w i t t e r . c o m / t a n a k a k a z u m a /
status/1113376965258469376
h t t p s : / / t w i t t e r . c o m / t a n a k a k a z u m a /
status/1114127452798836736

（たなか・かずま　田中畜産）

各 地 か ら の 報 告

＊この原稿は、筆者の田中一馬氏が Twitter で紹介されていた記事を、筆者了承のもと、

谷岡仁氏がまとめられたものです。田中一馬氏と、掲載にご尽力くださった谷岡仁氏に

感謝申し上げます。（編集部）

上記ブログページの二次元バ

ーコードです。スマートフォ

ンなどで簡単に閲覧できます。
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墜落缶に落ちたテングコウモリ
小原良孝

　1998年 7～ 10月、鯵ヶ沢スキー場拡張等計画に係る自然環境影響調
査の一環で、青森県岩木山の小型哺乳類調査に携わった。調査地は大
鳴沢東側の北斜面で、標高 610mのササが密生した灌木と高木が入り混
じる緩斜面から、標高 820m前後のブナ純林の急斜面にかけてである（図

１）。この調査では、小型哺乳類の採取目的でシャーマントラップ、ピッ
トフォールトラップ（墜落缶）、スナップトラップの３種を使用した。
そのうちのピットフォールトラップ（以下、墜落缶）にテングコウモ
リが入った。
　墜落缶は、ネズミ類や食虫類などを捕獲するためのもので、深さ
30cm前後、底の直径 7～ 8cmの缶で、地面に穴を掘ってしかけておき、
たまたまそこを通った小動物が落ちるしくみである（図 2）。
　調査地の中で最も標高の高い 820～ 750m区域（図１の７，図 3）に
1998年 7月 12・13日にそれぞれ 19個・15個、計 34個の墜落缶をし
かけたところ、7月 18日に雄 1個体、10月 5日に 1個体（雌雄の記録
不明）のテングコウモリが入っているのを発見した。墜落缶は設置し
たまま 10月 10日に全部回収したが、この間、7月 18日、10月 5日を
含め、６回見回っている。
　実はこの年の数年前の夏にも、岩木山の南斜面中腹にある「ブナの泉」
近くのブナ純林帯でも同様に墜落缶に落ちたテングコウモリ２個体を
記録している（小原 1999）。コウモリなので墜落缶から飛び立てるので
はと思ったが、直径 7～８cmのスペースでは翼を広げることができず、
飛び出せずにいたのである。いずれの場合もブナの純林で、灌木やブッ
シュもなく下草が広がっているような森林環境であった。おそらく翼
（前肢）をわずかに広げ、親指の爪を支えにして障害物の少ない林床を
這いずり回り、地表の昆虫や土壌動物などを捕食していて、つい夢中に
なり、缶に落っこちたのであろう。コウモリの採餌に関するこのような
話はあまり聞いたことがない。コウモリ類は一般に飛翔しながら飛んで
いる昆虫などを捕食するのが常であるが、テングコウモリには這いずり
回って捕食もするという特技があることを示すもので、その採餌行動や
採餌の習性を知る上で極めて興味深いものがある。

引用文献

小原良孝 . 1999. 小型哺乳類（食虫類・ネズミ類）. 鯵ヶ沢スキー場拡張計画に係る自然

環境影響調査（生物関係）報告書 (みちのく野生生物調査会 , 編 ) ，pp. p37 – 51.

＊この報告書の発行元は原本に記載がなく、鯵ヶ沢町および青森県自然保護課にも確認
しましたが、いずれも発行元はわかりませんでした。（編集部）

　　　　　　（おばら・よしたか　弘前大学名誉教授）

図 2　墜落缶．

図 3 テングコウモリが捕獲されたブナ純林帯．

図 1　トラップによる小型哺乳類の調査地点．

各 地 か ら の 報 告
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青森県七戸町のヒナコウモリに寄生するトコジラミ成虫
の形態変異と種名の検討

  はじめに

　わが国のコウモリ寄生性トコジラミは、欧州等に分布する Cimex pipistrelliとされてい
た（山下・芳賀 1954；素木 1958）。その後、Usinger（1966）により山下らの標本（北海
道大学植物園採集）は、剛毛の形状・長さ・数等の特徴（図 1）から新種 Cimex japonicus

であると記載された。そして安永（2001）により和名コウモリトコジラミが与られた。
　この種はヤマコウモリ Nyctalus aviator・ヒナコウモリ Vespertilio sinensis・カグヤコウモ
リ Myotis frater・ウスリホオヒゲコウモリ M. gracilis・ドーベントンコウモリ M. petaxか
ら報告され（高田ほか 1978；安永 2001；中谷・佐々木 (尚 ) 2005；佐藤 (顕 )ほか 2012, 
2014；Balvín et al. 2013, 2015； Ohdachi et al. 2015）、北海道・本州・四国に分布するとい
われる（Usinger 1966；安永 2001；山田ほか 2016）。また、佐藤 (雅 )（2012）は上記コ
ウモリ 5種のトコジラミを調べ、多くの標本では C. japonicusの特徴と合致したが、小盾
板後縁の剛毛数・前胸剛毛長等に様々な変異があり、C. japonicusの記載と合致しない個
体も見られると述べた。
　筆者らは青森県七戸町天間舘神社のヒナコウモリ外部寄生虫を調べている。2014、
2015年に採集した寄生性トコジラミを C. japonicusとしたが（大野 2017）、形質によって
は原記載と合わず、かなりの変異が認められた。コウモリトコジラミ類の形態学的研究は
ごくわずかの個体を基に行われているという（Balvín et al. 2013）。各形質の変異の程度、
雌雄差ついてほとんど知られていない。そこで多数の成虫個体の形態を観察・測定して、
Usinger（1966）の新種記載（表 1）と比較し、種名を検討した。
　「コウモリの保護を考える会」会員各位のご協力で多数のトコジラミ個体を採集できた。
ここに深く感謝します。

  調査地および方法

１．採集
　青森県七戸町天間舘神社に隣接する蝙蝠小舎で、2014～ 2018年各 8月のヒナコウモリ
標識調査時にコウモリ体表のトコジラミ成虫雌雄各 42、62個体をピンセット等で採集し
た（表 2）。採集したものは 70％エタノール液に浸し保存した。採集地の個体群は高田ら
（1978）、Balvín et al.（2015）、大野（2017）により C. japonicusとされたものである。
２．標本作成
　1個体ずつシャーレにとり、蒸留水を加えてなじませた。約 1時間放置し、大部分の液
を除いた後、5％水酸化カリウム水溶液を加え、たんぱく質等を溶解・除去した。吸血個
体が多いため 1週間程度室温で放置した。試料の血液等内容物が除かれたのを確認後、液
を捨て蒸留水で数回洗浄し、酢酸で中和した。液を再び除き、水洗し、70、80、90、95、
100％のエタノール液に各 30分ほど浸けて段階的に脱水した。最後に 1個体ずつユーパ
ラール液で封入しスライド標本を作製した。肢等が内側へ巻き込まないようにするため、
また厚さを均等に保つため　6～ 9ｇ程度の重しをカバーグラス上に置いた。室温に約 1
週間放置し乾燥させた。
３．各部位の観察・測定
　実体顕微鏡（ニコン SMZ800）と生物顕微鏡（同 ECLIPSE E600）で試料を観察し、装
着したカメラコントロールユニット（同 DS-L1）で各部を測定・撮影した。各部位の測
定は Usinger（1966）、Balvín et al.（2013）に準拠し、その測定箇所を図 2に示した。

大野正彦・佐々木玲子

各 地 か ら の 報 告
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  結果と考察

１．Usinger（1966）の記載との比較
１）各部位の長さ・小盾板剛毛数・生殖器の形態
　コウモリ寄生トコジラミ成虫の各部位の長さ、小盾板後縁に沿った剛毛数（以下、小盾
板後縁剛毛数と称す）、生殖器形態等 34の測定項目を表 3に示した。測定する部位に欠落・
変形のみられる時はそれらを除いて平均値・標準偏差値・最大値・最小値を求めた。平均

図 1　Usinger(1966) によるコウモリトコジラミC.pipistrelli 群近縁種の検索図．
1) Ryckman et al.（1981）、2) Ueshima（1968）による改訂．

図 2　コウモリ寄生性トコジラミの形態測定部位． 
眼・触角各節・前胸側縁・前胸側縁剛毛・前翅・肢などは左右両方測定． 

１ 全形（中心線から右、右背面；同左、小盾板
以降の後部は右腹面）．
a 体長； b 体幅； c 頭長； d 頭幅； e 頭部眼後方
最長幅； f 口吻第 1 節長； g 口吻第 2 節長； h 口
吻第 3 節長； i 触角第 1 節長； j 触角第 2 節長（節
間の小節を含まず）；k 触角第 3 節長（同）；l  触
角第 4 節長（同）； m 前胸幅； n 前胸側縁長； o 
前胸長（中央部）； p 前翅幅； q 前翅長（ｐと直
角に交差）； r 後肢腿節長； s 後肢腿節幅（r と直
角に交差）；t 後肢脛節長；u 小盾板後縁剛毛； v  
ectospermalege 長； w  ectospermalege の傷．
2　背面前半部．i  触角第 1 節長； x  眼間距離； 
y 眼幅； z 眼長； α 触角第 1 節幅； β 前胸側縁
最長剛毛の長さ．背面剛毛長と剛毛基部間の比
較　Usinger（1966）は、 剛毛長と剛毛基部間距
離の比較で腹部第 2 背板右片を例示した．そこ
で以下の5か所を調べた．A 腹部第2 背板中央部； 
B 腹部第 2 背板右片； C 前胸背面中央部； D 前
胸背面右片； E 右前翅．
3　腹面からみた雄腹部第 9 節（生殖器節）．γ 
軸に沿った交尾鉤長； δ 交尾鉤両端直線距離； 
ε 交尾鉤最長直線距離； ζ 腹部第 9 節幅．

表 1　Cimex japonicus の形態記載（Usinger 1966).

表 2　青森県七戸町天間舘神社蝙蝠
小舎で採集した、ヒナコウモリ寄生
性トコジラミ成虫の個体数．

１）検索表ではC. japonicus の前胸幅
は1.4㎜未満．⑳
2) 追加採集個体は小形．前胸幅 1.2
㎜、後腿節長 / 幅は約 3．㉑
3) 別表では後腿節長 / 幅が 2.5-2.7
倍．㉒
4) 検索表では外縁部に鋸歯状の突
起はほとんどない．㉓
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値の差の検定およびWelchのｔ検定を行
うと、多くの部位で雌の平均値が雄に比
べ大きい傾向にあった（有意水準 5％）。
ただし、前胸側縁最長剛毛は雄のほうが
長かった。
　今回の結果（表 3）を Usinger（1966）
の記載（表 1）と比較する。以下、採集
したトコジラミを試料、Usingerの記載
を記載と表す。試料の体長平均値は雌雄
それぞれ 5.72、5.85㎜、各最大値は 6.23、
6.58㎜で、記載の雌 7㎜、雄 6.7㎜（表 1

右端の番号①⑱）より小さかった。試料の雌雄の体幅も短いが、雄の体幅最大値（2.52㎜）
は記載 2.45㎜（⑱）を超した。前胸幅平均値（雌 1.23㎜、雄 1.19㎜）も記載 1.46㎜（⑦）
より小さかったが、近似種と区別するための彼の検索表では C. japonicus は 1.4㎜未満と
していた（図 1，表 1⑳）。また、高知・秋田で採れた小形の追加 2個体の前胸幅が 1.2㎜（㉑）
と述べられ、今回の平均値とほぼ同様であった。体長・体幅・前胸幅に地域差があるかも
しれない。頭幅・触角全長・口吻全長は、記載②⑤⑥とほぼ等しかった。
　試料の小盾板後縁剛毛数は雌雄それぞれ 22～ 46、22～ 40本と大きく変動し、記載の
約 24本（⑨）より多い個体が存在した。前胸側縁最長剛毛長平均値は雌雄各 0.15、0.16㎜で、
記載の 0.13㎜未満（⑪）より長かった。佐藤（雅）（2012）の指摘と同様に合致しない個
体を確認した。ごくわずかの個体に基づき新種記載が行われた可能性がある。
　次に生殖器官について述べる。試料の雌 41個体の第 5腹板に湾入部 1つが見られ、そ
の周辺は無毛で、精子が注入される器官 ectospermalegeがある（⑯）。ectospermalegeは
長さ 0.3～ 0.5㎜で、その多くに雄の交尾鉤（paramere）の挿入による傷がみられた（表 3

★印）。試料中 1個体は左右両方に湾入部 ectospermalegeが各 1個、計 2個あった。橋本 
（2013）は飼育トコジラミ C. lectularius雌成虫 100個体以上調べ、左右両方に亀裂のある
2個体を確認した。コウモリ寄生のトコジラミ雌にも同じ位の頻度で左右対称型が生じる
のかもしれない。試料の雄交尾鉤は腹面から見て右前方に一様に湾曲するが、その先端は
すべて尖頭状に丸く収斂し（図 2 の 3）、記載⑲「わずかに反曲」と異なった。
２）相対比
　トコジラミ類の形態同定に用いられる 19項目の相対比を表 4に示した。表 3の長さ・
剛毛数という絶対値と異なり、雌雄間に差のある項目は少なかった。
　試料雌雄の頭幅 /頭長、眼間距離 /触角第 2節長、頭幅 /触角第 3節長、触角第 3節長 /
第 2節長、前翅幅 /前翅長、後肢腿節長 /腿節幅、および後肢脛節長 /腿節長は記載値（②
③④⑤⑩⑰）とほぼ等しかった。
　一方、記載と合致しない項目もある。試料の眼間距離 /眼幅は雌雄それぞれ 6.42±0.45、
6.48±0.60で、記載③の 5より大きかった。Usinger（1966）は近似種 C. pipistrelli雄成虫
の眼間距離 /眼幅は 17/2（8.5）と述べており、眼幅の測り方で相対比が大きく変動する
ことがわかる。また、試料の前胸幅 /頭幅は雌 1.35±0.04、雄 1.36±0.04で、記載⑦の 1.57
より小さかった。彼の、属を分ける検索表では前胸幅 /頭幅が 1.5未満は Oeciacus属、1.5

表 3　青森県七戸町天間舘のヒナコウモリ寄生性
トコジラミ成虫の形態（2014～ 2018 年の各 8 月
に採集）．剛毛数と ectopermalege の損傷数を
除き、数字は㎜．
＊有意水準 5％で雌雄の平均値に差があり、大きい
平均値に印を付けた．雌雄ともに無印は雌雄平均
値に有意な差がない．

★
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表 5　前胸左右側縁剛毛の先端近くの外縁部の
形状．

以上が Cimex属としている。しかし、C. pipistrelliの項では雄成虫の前胸幅、頭幅は、それ
ぞれ 1.25、0.91㎜と記され、その比は 1.37であった。前胸幅 /頭幅で属を判別することは
危険である。前胸側縁最長剛毛長 /触角第 1節幅は全試料で 1を超し、記載⑪と異なった。
３）剛毛の形状
　試料の前胸側縁剛毛の先端近くの外縁部は、多くの個体で明瞭な鋸歯状の形状が見られ
た（表 5）。これは記載⑪および㉓と異なった。
　記載⑫⑬⑭によると、腹部背面・前胸背面・前翅の円盤状基部から生じる各剛毛は基部
間の距離より短く、腹部背面中央部で顕著に短いという。Usinger（1966）が剛毛長と基
部間距離の比較を腹部第 2背板右片で例示していたため、腹部背面として第 2背板（図 2 の

2 の AB）を調べた。試料雌の腹部第 2背板中央部剛毛のほとんどは、記載⑫のとおり基部
間より短いが、同右片部・前胸背面・前翅に基部間より長い剛毛を持つ雌個体も存在した
（表 6）。一方、雄では長剛毛の個体が優占し、前胸背面・前翅では基部間より長い剛毛個体
がほとんどを占めた。試料の円盤状基部の剛毛は記載⑫⑬⑭と合致するとはいえなかった。
なお、短剛毛と長剛毛個体の間に体長・体幅・前胸幅等の形質の違いは認められなかった。
２．種名の検討
１）形態による検討
　前胸側縁の剛毛の長さと鋸歯の有無・小盾板後縁剛毛数・腹部背面剛毛長と基部間の比
較は、図 1で示されるようにコウモリ寄生性トコジラミ類の種の同定に重要な指標である
（Usinger 1966；Ueshima 1968；Bhat et al. 1973；Bhat 1974）。今回の試料の中に Usinger
（1966）の C. japonicusの記載、特に剛毛に関して合致しない個体が多数存在した。
　Usinger（1966）の後、Ueshima（1968）は C. japonicus小盾板後縁剛毛数を「約 24本」
から「30本未満」に増やしたが（図 1 の 2） ）、今回の試料中 30本以上の個体の割合は雌
52％ (22/42)、雄 31％ (19/62)で、多数の個体が C. japonicusに当てはまらなかった。しか
し、すべての個体の小盾板後縁剛毛が約 50本または 40本を超すともいえなかった。また、
後肢脛節長 /前胸幅と触角第 3節長 /前胸長がほぼ 1で（表 4）、長短を決められなかった。
そのため、試料は韓国産 C. serratusや中国産 C. flavifuscaにも当てはまらなかった。
　Usinger（1966）らの種記載（表 1）および検索図（図 1）のみでは C. japonicusを形態的
に近似した C. pipistrelli群の他種（図 1）と明確に分けることができないと考えられる。そ
のため、青森県七戸町のヒナコウモリに寄生するトコジラミを C. japonicusであると同定
できなかった。このトコジラミを Cimex属の一種、もしくは C. pipistrelli群の一種とする

表 4　青森県ヒナコウモリ寄生性トコジラミ成虫の
各部位の相対比（表 3 の計測個体）．
＊表 3 と同様．

表 6　採集したヒナコウモリ寄生性トコジラミ個体（雌雄各 42、62 個体）の前胸背面・前翅・
腹部第 2 背板の剛毛長と剛毛基部間の長さの比較．

＊ 右片、右翅の各中央の
剛毛と基部を観察．
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のが現時点で適当かもしれないが、今後検討する必要がある。
２）分子系統樹による検討
　近年の分子系統学的研究をみてみよう。COI・16S・18S・EF1α遺伝子による系統樹
において、秋田県の C. japonicusは欧州各地の C. pipistrelliと 1つのクレードを形成した
（Balvín et al. 2015；Homok et al. 2017）。そのクレード内においても C. japonicus は明瞭に
分岐せず、C. pipistrelliに包含される形になった。両種は極めて近似していた。
　C. japonicus も含まれる C. pipistrelli群の他種について、見直しが行われている。欧州に分
布する C. dissimilisと C. stadleri（図 1）は、C. pipistrelliの新参異名（junior synonym）の可
能性が報じられた（Balvín et al. 2013）。また、イワツバメ等に寄生するOeciacus属は Cimex

属の新参異名であると述べられた（Balvín et al. 2015）。新しい手法で分類体系の再構築が進
んでいるが、今後より多くの調査・解析が必要なため、分子系統学的に C. japonicusを明確
化するのは現在のところ難しい。

  まとめ

　青森県七戸町のヒナコウモリに寄生するトコジラミ成虫の形態を調べた。トコジラミの
各部位の形質の多くは Usinger（1966）の C. japonicusに関する記載とほぼ合致した。し
かし、試料の小盾板後縁剛毛数（表 3）・前胸側縁最長剛毛の長さ（表 3）と形状（表 5）・
円盤状基部剛毛長と基部間距離の比（表 6）は表 1の記載⑨⑪⑫⑬⑭と合わなかった。こ
れら剛毛に関する項目は C. japonicusを他種と区別する際、重要な形質であった（図 1）。
Ueshima（1968）の改正検索表の C. japonicus小盾板後縁剛毛数とも合わなかった。また、
分子系統学的に C. japonicusを明確化することも現時点で難しかった。したがって、この
コウモリ寄生性トコジラミを C. japonicusであるといえなかった。
　では、コウモリ類に寄生するトコジラミを採集した時、どのように対処すればよい
だろうか。採集場所・採集日・寄主コウモリ名とともに、複数個体の形態を詳細に記
録・公表し（測定方法も明記）、採集物の一部を 96％程度のエタノール液（Balvín et al. 
2013,2015；Homok et al. 2017）に保存することが重要である。それらにより、わが国の
コウモリ寄生性トコジラミを明らかにできると考える。
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Pythonによる機械学習を用いたコウモリ類の音声による
種判別の試み 山本輝正

  はじめに

　コウモリ類の調査は、捕獲しないと種同定が困難なため特定の地域に生息するコウモリ
類全種の確認をすることは極めて難しい。これを克服するためにコウモリ類の音声（エ
コーロケーションコール）を用いての種判別の試みの研究が報告されている（Fukui et al. 
2004；舩越 2005, 2007；船越 2010；増田ほか 2017）。Fukui et al.（2004）と舩越（2005, 
2007）、船越（2010）の研究は音声を主成分分析によって種判別を行うものであった。し
かしながら、この方法ではどの程度の正確さで種判別ができているのかが分からず、その
判別に信頼性が保証されていない。増田ほか（2017）は、これらを克服するために、近
年発達してきた機械学習を用いてコウモリ類の種判別を報告している。この方法は正解率
が出るなど信頼性が確保されるため、今後この方法は極めて有望と考えられる。しかし、
一般のコウモリ類研究者にとって、機械学習による種判別と言われても取り掛かるのに大
きな壁があると感じられてしまう。
　しかし、近年コンピュータの性能とそのプログラム言語の発達で、比較的簡単にプログ
ラムが組めるようになった。このうち、モジュールライブラリーを持つ Python（パイソ
ン）というプログラミング言語を用いて機械学習が比較的簡単に行えるようになってきて
いる（池内ほか 2017；Muller and Guido 2017；伊藤 2018；クジラ飛行机ほか 2018；掌田 
2018；寺田 2018）。
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各 地 か ら の 報 告 　 山 本 輝 正 　 P y t h o n に よる 機 械 学 習 を 用 い た コウ モリ 類 の 音 声 に よる 種 判 別 の 試 み

　今回、本州中部地区で生息の確認されているコウモリ類の音声による種判別を目的とし
て、プログラミング言語である Pythonを用いて、機械学習の手法でコウモリ類の音声に
よる種判別の試みをしたのでその手法と課題等について報告する。

  方法

　この報告は、増田ほか（2017）に従い、（１）音声ファイルの取得、（２）音声特性の測定、
（３）音声特性を用いての種判別機の構築、（４）フィールドへの適用と評価の順に行った。
（１）音声ファイルの取得
　コウモリ類の音声は、本州中部で 2006年から 2018年の間に行ってきたコウモリ類調
査で捕獲したコウモリ類の放逐時に、飛翔している際の音声とコウモリ類がねぐらから
出巣してしばらく飛行した後の音声（出巣直後時ではない音声）をバットディテクター
（D1000X, Pettersson Elektronik AB, Uppsala Sweden, 以下 D1000Xと略す ) を用いて録音
した（表１）。ただし、キクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinumとコキクガシラコウ
モリ Rhinolophus cornutusについては、音声により種判別が可能であること（松村 2005）
から今回の種判別からは除き、これら以外の本州中部地区で生息の確認されている 18種
について音声の機械学習を行った（表１）。ただし、この地区で生息は確認されてはいるも
のの、音声の取得が出来なかったヒメヒナコウモリ Vespertilio murinusについては、北海
道網走郡大空町で録音した音声を用いた。
（２）音声特性の測定
　D1000X により録音された音声は、解析ソフト Bat Sound Ver4.21（Pettersson 
Elektronik AB, Uppsala Sweden）を用いて解析した。録音されたコウモリ類の 1つの音声
ファイルから判別が可能な限り多くの連続した音声（パルス）を選択し、始部周波数（SF; 
start frequency）、終部周波数（EF; end frequency）、ピーク周波数（PF; peak frequency or 
frequency of maximum energy of the pulse）、持続時間（D; call duration）および、パルス
間隔（PI; pulse interval）を音声特性（特徴量）として測定した。またコウモリ類の音声には、
周波数一定の純音（一定周波数 ; CF; constant frequency）とスイープして高くなったり低
くなったりする変音（周波数変調 ; FM; frequency modulated）が見られ（舩越 , 2004）、
スペクトログラム（Spectrogram）の形状によって、FM/CF/FM型（中央が一定周波数（CF）
と前端と後端が周波数変調（FM）する音声）、FM型、QCF型（緩やかなカーブを描く音声 : 
QCF; quasi constant frequency）および FM/QCF型（前半が FM、後半が QCF）に分類さ
れている（舩越 2004, 2005, 2007；船越 2010）。今回、これも音声特性（特徴量）の一つ

表 1　音声特性を測定したコウモリ類 18 種の調査地と録音したファイル数、音声数．
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として、FM/QCF型と /QCF型を QCF、FM型を
FMとして、ワンホットエンコーディング（ダミー
変数）して種判別に用いた。
　本調査に関わるコウモリ類の捕獲は、環境省お
よび岐阜県・石川県・長野県の許可の下に行っ
た。本調査におけるコウモリの和名および学名は、
Ohdachi et al.（2015）に従った。
（３）音声特性（特徴量）を用いての種判別機の構築
　公開されているアドレスから入手可能な
Anaconda（アナコンダ）という Pythonにいろい
ろなモジュールライブラリーをパッケージにし
たディストリビューションから Jupyter Notebook
（ジュピター ノートブック）をインストールし、
Python3にプログラムのコードを記述して、実行させることで結果を得ることができる（池
内ほか 2017；Muller and Guido 2017；伊藤 2018；クジラ飛行机ほか 2018；掌田 2018；
寺田 2018）。
　種判別のための「教師あり学習（答えが用意されている方式）」を行うために、①デー
タの収集（上記（１）と（２））、②データの整形・加工、③データの学習、④モデルの評
価を行う（クジラ飛行机ほか 2018）必要がある。②データの整形・加工、では、種名を
ラベル（目的変数）として、各音声特性データ（特徴量）をデータ（説明変数：数値を半
角で入力）として Excelを用いてデータフレーム（表）を作成した（表 2）。データの空欄
などは、この時点でないようにしておく。ここで入力ミスがないように入力することが最
も難しく、ここがちゃんと入力できていれば、後は決まった形で読み込ませて実行するだ
けである。そして utf-8形式の csvファイルとして保存しておく。次に Jupyter Notebook
を立ち上げて、この csvファイルをアップロードする（パソコンへの Jupyter Notebookの
インストールおよび開き方は、Muller and Guido （2017）または、クジラ飛行机ほか（2018）、
掌田津耶乃（2018）、伊藤（2018）、寺田（2018）などを参考にしてください）。
　③データの学習には、どのアルゴリズムを用いて行うかを考えなくてはならない。しか
し、Pythonの機械学習ライブラリー「scikit-learn（サイキットラーン）」を用いれば、各種
のライブラリーで分類器のテストが行え、これでの正解率（精度）が最も高いもので種判
別を行えばよいようにできている。さらに、予測内容としてそれぞれのラベルごとの予測結
果として、precision（これが正解と予測したものの中で、実際に正解であったものの割合）、
recall（実際に正解だったものの中で、これが正解と予測したものの割合）、f1-score（precision
と recallの調和平均）、support（実際のサンプル数）が出力される。さらに、予測内容とし
てそれぞれのラベル（種）ごとにどのラベル（種）に予測したかを示す行列を出力させる
ことができる。以上により、どの種についてどの程度正確に予測ができたかわかるように
なっている（Muller and Guido 2017；クジラ飛行机ほか 2018；掌田津耶乃 2018）。また、
学習データでの正解率（精度）とテストデータの正解率の比較を行うことにより、過学習
および学習不足についても考察できる（Muller and Guido 2017）。すなわち、機械学習では、
学習データに含まれない未知のデータに対してよい結果を出す能力（汎化能力）が重要と

表 2　読み込み用のデータファイル（batsd62.csv）．始部周
波数 (SF; start frequency) ，終部周波数 (EF; end frequency) ，
ピーク周波数 (PF; peak frequency or frequency of maximum 
energy of the pulse) ，持続時間 (D; call duration) および，パル
ス間隔 (PI; pulse interval) ，FM 型を「FM」および FM/QCF 型と
/QCF 型を「QCF」としてワンホットエンコーディングして、特徴量（音
声特性）とした．
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なる。モデルの学習と評価に同じデータを使うなどすると過度に適応（過学習）してしま
い汎化能力が低下してしまう。過学習を防ぐためには、cross validation（交差検証）を行い
汎化能力を評価する必要がある。今回、代表的な交差検証の k-fold cross validationを用い
て実施した（Muller and Guido 2017；クジラ飛行机ほか 2018；掌田津耶乃 2018）。
　今回は Pythonに用意された 30個のアルゴリズムのうち、代表的なアルゴリズム「ラン
ダムフォレスト（RandomForestClassifier：以下、RFと略す。）（Appendix 1）」と「SVM（Support 
Vector Machine：以下、SVMと略す。）（Appendix 2）」を選択して、全データの 80%をモ
デルの学習（トレーニング）用のデータ、20%をモデルの精度を検証するテストデータ
に分割した fold-out法で検証した。なお本稿では、csvファイル名を、batsd62.csvとして
読み込み、各プログラムでテストをさせるようにプログラムがコードにしてある。
　Appendix 1と Appendix 2を比較して分かるように、どの分類器を使うかのところが異
なるだけで他の部分はほとんど変える必要がなくプログラムが作れて実行することがで
きる。あとはこれを実行すれば、正解率の結果を出力してくれるので、どのアルゴリズ
ムがより高い正解率を出してくれるのかを知ることができる。ただし、用意したデータ
（batsd62.csv）を毎回異なる学習用とテスト用に分けてテストを行うため、テストを繰り
返すごとに正解率が異なる。このため複数回行って正解率の範囲を調べる必要がある。こ
れらのことを一括して解決する方法として、データをいくつかに分割し、それぞれをテス
トデータとし、他のデータを学習データとして分別器の検証を繰り返す交差検証（k-fold 
cross validation）を行うことができる（Muller and Guido 2017；クジラ飛行机ほか 2018；
掌田津耶乃 2018；Appendix 3, 4）。今回 Pythonに用意された 30個のアルゴリズムのうち、
代表的なアルゴリズム「RF（Appendix 3）」と「SVM（Appendix 4）」を選択して 5- fold 
交差検証（cross validation）を行った。
　次に、これらのアルゴリズムを用いて種判別を行うために、それぞれのアルゴリズムで
の学習済みデータを保存して、種判別をする際にこれを読み込み、ラベルデータ（種名）
が未知のデータに対して種判別を行う（クジラ飛行机ほか 2018；掌田津耶乃 2018）。こ
の報告では、RF（Appendix 5, 6）と SVMで実施した。

  結果と考察

（１）scikit-learnによる分類器
　アルゴリズム「RF（Appendix1, 3）」と「SVM（Appendix2, 4）」による種判別
　RFによる種判別の学習データとテストデータの正解率（精度）は、それぞれ 0.99と 0.80
～ 0.84であった（Appendix1, 3）。学習データの正解率（精度）が 0.99と高いにもかかわらず、
テストデータの正解率（精度）が 0.80～ 0.84と低いのは、過学習が起きている可能性が
高い（Muller and Guido 2017）。
　テストデータの予測結果の内容は表 3と表 4に示した。表 3と表 4の precision，recall，
f1-score，supportおよび行列のデータから、f1-scoreの平均より低い正解率のコウモリ類
は、テングコウモリ Murina hilgendorfiとコテングコウモリ Murina ussuriensis、カグヤコ
ウモリ Myotis frater、ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi 、モモジロコウモリ Myotis 

macrodactylus、クロホオヒゲコウモリ Myotis pruinosus、モリアブラコウモリ Pipistrellus 

endoi、ウサギコウモリ Plecotus sacrimontisの 8種であった。 

　SVMによる種判別の学習データとテストデータの正解率（精度）は、それぞれ 0.89～
0.88と 0.78～ 0.81であった（Appendix2, 4）。両者の差は大きくないので、過学習の可能
性よりも学習不足の可能性が考えられる。なお、グッドリサーチによりハイパーパラメー
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ターのチューニングを行った（クジラ飛行机ほか 2018）。これにより、テストデータの正
解率は 0.01程度上昇した。
　テストデータの予測結果内容は表 5と表 6に示した。表 5と表 6の precision，recall，f1-
score，supportおよび行列のデータから、f1-scoreの平均より低い正解率のコウモリ類として、
ユビナガコウモリMiniopterus fuliginosus、テングコウモリ、コテングコウモリ、ノレンコウ
モリMyotis bombinus、カグヤコウモリ、ヒメホオヒゲコウモリ、モモジロコウモリ、クロホ
オヒゲコウモリ、ヤマコウモリ Nyctalus aviator、コヤマコウモリ Nyctalus furvus、モリアブ
ラコウモリ、ウサギコウモリ、ヒメヒナコウモリの 13種であった。
　両者のどちらか一方でも正解率の低かった、テングコウモリとノレンコウモリ、クロホオヒ
ゲコウモリ、コヤマコウモリ、モリアブラコウモリ、ウサギコウモリ、ヒメヒナコウモリは、サ
ンプル数が少ないこと（表 1）により正解率が低くなっている学習不足の可能性が考えられる。
一方、比較的サンプル数が多いにもかかわらず正解率の低く出たコテングコウモリとカグヤコ

表 3　ランダムフォレスト（RandomForestClassifier)（Appendix1）
で予測を行った予測内容（1）．予測内容としてそれぞれのコウモリ
種ごとの予測結果として、 precision（これが正解と予測したものの中
で、実際に正解であったものの割合）、recall（実際に正解だったもの
の中で，これが正解と予測したものの割合）、f1-score（precisionと
recall の調和平均）、support（実際のサンプル数）が出力される．

表 4　ランダムフォレスト（RandomForestClassifier）（Appendix1）で
予測を行った予測内容（2）．予測内容としてそれぞれの本来のラベル（種）ご
とにどのラベル（種）に予測したかを示す行列．

表 5　SVM（Support Vector Machine）（Appendix 2）で予測
を行った予測内容（1）．予測内容としてそれぞれのコウモリ種ごと
の予測結果として、precision（これが正解と予測したものの中で、
実際に正解であったものの割合）、recall（実際に正解だったものの
中で、これが正解と予測したものの割合）、f1-score（precisionと
recall の調和平均）、support （実際のサンプル数）が出力される．

表 6　SVM（Support Vector Machine）（Appendix 2）で予測を行った
予測内容（2）．予測内容としてそれぞれ本来のラベル（種）ごとにどのラベル（種）
に予測したかを示す行列．
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ウモリ、ヒメホオヒゲコウモリ、モモジロコウモリについては、いずれも FM型の音声で、こ
の程度の音声データ数では音声判別が難しい音声であることを示していることが考えられる。
　さらに、音声データ数の分布に差がある不均衡データであること（表 1）も正解率が低
くなっている原因と考えられ、今後さらに、これらの不均衡をなくすために音声の取得が
必要と考えられる。
（２）学習した分類器での種判別
　RF（Appendix 5, 6）および SVMでの学習済みデータを保存して、種判別をする際にこ
れを読み込み（クジラ飛行机 2018；掌田津耶乃 2018）、今回使用したデータ以外でのフィー
ルドへの適用と評価を行った。
　今回分類器作成には使用しなかった、長野県松本市で録音したクビワコウモリと多治見
市で録音したアブラコウモリ、岐阜県下呂市で録音したヒメホオヒゲコウモリ、長野県松
本市と石川県白山市で録音したカグヤコウモリ、石川県金沢市で録音したユビナガコウモ
リの音声を用いて種判別を行った（表 7，8）。
　音声の型が QCF型または FM/QCF型の音声は高い正解率で判定することができた。一
方、FM型の音声の正解率は低く、ユビナガコウモリについて正解を出すことができなかっ
た。ユビナガコウモリについては、学習に用いた音声が少ないことが原因と考えられるが、
カグヤコウモリとヒメホオヒゲコウモリについては比較的多くの音声で学習したにも関わ
らず（表 1）正解率が低かった。これは、FM型の音声の種が多い割に、学習に用いた音
声が少ない種が多いこと（表 1）、すなわち音声データ数の分布に差がある不均衡データで
あること（表 1）が原因と考えられ、今後さらに、これらの不均衡をなくすために音声の
取得が必要と考えられる。

  課題

　今回作成した分類器では、音声の型が QCF型または FM/QCF型の割合が多い種について比
較的高い率で正しく種判別ができるのに対して、音声の型が FM型の音声のみまたは FM型の
音声の割合が多い種では、正しく種判定をすることが難しかった。音声データ数の分布に差が
ある不均衡データであるため（表1）、今後さらに、これらの不均衡をなくすことも含めて、FM型
の音声のコウモリ類のデータを集めて学習をさせて分類器の判別能力を向上させる必要がある。
　また、コウモリ類の音声ファイルからより多くの音声特徴（特徴量）を抽出できる音声
解析ソフト SonoBatを用いて種判別を試みること（増田ほか 2017）も必要と考えられる。
　なお今回のプログラムコードは、現時点での著者自身の理解の範囲でのコードの作成で
あるため、今後ハイパラメーターのチューニングや属と種の多段階で分類器を使い（増田
ほか 2017）分類する方法などを取り入れるなどのより良いコードが作成できればもっと
高い正解率が出せる可能性も考えられる。
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表 7　ランダムフォレスト（RandomForestClassifier）により作成した分類器での種判別結果．
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大阪府における洞穴を利用するコウモリ類と分布
浦野信孝・藤田俊兒・西村真樹

各 地 か ら の 報 告

  はじめに

　大阪府内に生息するコウモリ類の報告は、洞穴性コウモリ類については沢田ほか
（1987）、沢田・井上（1995）、澤田（2000）、浦野・藤田（2000）、浦野ほか（2001）、浦
野（2002；2003；2011）、中村・浦野（2015）があり、このほかに浦野（2003）および浦
野ほか（2003）による、市街地で確認されたヒナコウモリ Vespertilio sinensisの報告があ
る。大阪府には鍾乳洞などの自然洞穴は極めて少なく、著者らは 1999～ 2018年にかけて、
大阪府内の廃坑、廃隧道、防空壕、ダム試掘坑、導水路などの人工洞穴 26カ所を調査し、
そのうち 23カ所にて、洞穴性コウモリ類を主とした３科５種、すなわち、キクガシラコ
ウモリ科キクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum、コクガシラコウモリ Rhinolophus 

cornutus、ヒナコウモリ科テングコウモリ Murina hilgendorfi、モモジロコウモリ Myotis 

macrodactylus、ユビナガコウモリ科ユビナガコウモリMiniopterus fuliginosusを確認したの
で報告する。

  調査方法

　本調査でコウモリ類が確認された大阪府内の洞穴の位置を図 1に示した。調査は、日中
にライトを使用して、洞内を観察した。飛翔によりカウントが困難な場合は概数を記録し
た。廃坑等では落盤や閉塞により、人は立ち入れないがコウモリ類は出入りできる隙間状
の側道、坑道があるところも多く見られた。コウモリ類が多数生息する洞穴では、可能な
限り季節を変え調査を繰り返した。キクガシラコウモリの出産哺育が行われていると考え
られる洞穴では、日没後、母獣が採餌に出巣した後に洞穴に入り、残された新生獣を観察
した。なお、12月から 3月に確認された個体は越冬中と判断した。

  調査地

　コウモリの生息が確認された洞穴のうち、主な調査地である 8カ所（No.1,2,3,5,7,8,9,11）
の概略を以下に記す。なお、文中の番号は表 1および図 1と対応している。
1．能勢町山田の豊能鉱山跡
　杉植林地と二次林内に開口するマンガン鉱山跡である。坑道長約 15ｍから 20ｍの試
掘坑と思われる廃坑 3カ所と、本坑と思われる廃坑からなる。本坑と思われる坑道は、坑
口から高さ約 2.5ｍ、幅 1ｍ、長さ約 100ｍの坑道が直線的に掘られており、その先で約
２ｍの斜面を登ると同様な直線的な坑道があり、さらに約 100ｍ進むと同様の斜面で次
の坑道 100ｍにつながっている。さらに、それぞれの坑道の途中何カ所かに、鉱脈を追っ
て掘られたと思われる細い坑道が残されている。
2．能勢町山田の石堂鉱山跡
　高さ 1ｍ、幅 50ｃｍ、長さ 10ｍの狭い坑道が 3カ所開口している。
3．豊能町木代の金山間歩
　深さ 15ｍの大きな竪穴に、細い側道が 2カ所繋がっている。
5．豊能郡吉川の桐山鉱山跡
　高さ約 1ｍ、幅 50ｃｍの細い坑道が鉱脈を追って複雑に曲がりながら下に向かって掘
られている。3カ所の廃坑を確認したが、多量のズリの量から推定すると、未調査の坑道
が残されている可能性がある。
7．箕面市上止々呂美の川浦鉱山跡
　調査を開始した 1999年当時は、ほぼ直線的に約 400ｍの坑道が残されていたが、2003

図１　調査地．地図の番号は
表１に一致する．
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年 9月に坑口から 200ｍの地点で落盤により坑道が閉塞した。また、この廃坑はしばし
ば 50cmほど水につかるため、洞奥まで調査できない時が多くあった。ただし、コウモリ
類は上部の空間を利用していて、そのような際も坑道全体を利用していたと思われる。
8．高槻市成合の高槻地下倉庫跡
　山中のあちこちに、20カ所以上の防空壕が掘られている。高さ数ｍ、長さ 10～ 20ｍ
の比較的大きなものから、入り口が崩壊して出入りが困難なものまで、形状はさまざまで
ある。調査はこの中の主要な 10カ所で実施している。
9．高槻市生保の安威川ダム試掘坑跡
　坑口は 1カ所であるが幅 60ｃｍ、高さ 2.5ｍの坑道が内部で縦横に掘られている。
11．多奈川町谷川の谷川砲台跡
　入り口からコの字型に内部の空間に入るようになっており、内部は常に暗い状態を保っ
ている。内部は縦横数ｍ、高さ 3ｍほどの、大きな空間になっている。

  調査結果と考察

　1999～ 2018年にかけて大阪府内で確認した、23カ所の洞穴のコウモリ類の生息状況
を表 1にまとめた。以下に、各種の生息状況の概略を記す。

キクガシラコウモリ
　23カ所の調査地のうち、22カ所で確認された。標高 5ｍの多奈川防空壕跡（12）から
495ｍの千早隧道（16）までの広い地域で確認されている。複数の越冬個体は能勢町山田
の豊能鉱山跡（1）、箕面市上止々呂美の川浦鉱山跡（7）、高槻市成合の高槻地下倉庫跡（8）、
岬町孝子の防空壕跡（13）で見られ、単独の越冬個体は石堂鉱山跡（2）、和泉市黒石町
の七つ池隧道（10）、熊取町大字久保の永楽ダム（15）、東大阪市上石切町の七面山神社（20）
で見られた。出産哺育コロニーは豊能鉱山跡（浦野ほか 2001）（1）、高槻地下倉庫跡（８）、
岬町多奈川の谷川砲台跡（11）で見られた。特に前２カ所では出産哺育と越冬にこの洞
穴の利用が確認された。谷川砲台跡（11）では 4月頃より少数のコウモリが集まりだし、
6月末から 7月上旬に出産哺育コロニー（新生獣数 34～ 80頭）を形成していた。川浦鉱
山跡（7）では 2009年 7月 17日の日中に新生獣を抱いた母獣 4頭を確認したが、この年
以外の同時期に出産哺育コロニーの形成が確認されることはなかった。
　2013年 8月 18日の早朝、和泉葛城山山頂（図１ⓐ）にて鳥の標識調査中に本種が網に
かかっているのが発見されている（中村ほか 2015）。

コキクガシラコウモリ
　23カ所の調査地のうち、8カ所で生息が確認された。能勢町山田の豊能鉱山跡（1）、
箕面市上止々呂美の川浦鉱山跡（7）、高槻市成合の高槻地下倉庫跡（8）では年間を通じ
て複数の生息が観察された。豊能鉱山跡（1）では年間を通じて複数個体が確認されてい
るが、その数は大きく変動している。季節によって生息地を移動している可能性あるが、
この廃坑には、人は入れないがコウモリは利用できる細い坑道が何カ所かにあり、調査時
にそれらの坑道に出入りする本種をたびたび観察しているため、確認数が変動しているこ
とも考えられた。2015年頃より生息数が増加している傾向が見られるが、この原因も洞
内の移動によるものか、他の洞穴からの移動かは判断できなかった。
　本種の出産哺育期である 6～ 7月（庫本ほか 1980）の観察では、いずれの洞穴でも新
生獣は確認できなかった。
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表１　1999～ 2018 年にかけて大阪府内で確認したコウモリ類の生息状況．

各 地 か ら の 報 告 　 浦 野 信 孝・藤 田 俊 兒・西 村 真 樹 　 大 阪 府 に お ける 洞 穴 を 利 用 するコウ モリ 類 と 分 布

番
号

調査地 名称・
通称 標高 調査日 Rf Rc Ml Mf Mm

 分類 長さ

1 豊能郡能
勢町山田

豊能
鉱山 470ｍ

2000.4.2 146 - 5 - -

2000.4.9 79 - 5 - -

 廃坑 300ｍ 2000.5.27 37 2 1 - -

2000.7.16 75< - - - -

2000.11.26 10 - - - -

2001.1.27 145 1 2 - -

2001.4.22 49 10 - - -

2001.7.14 約 150 - - - -

2001.9.2 約 100 15 - - -

2001.11.3 47 15 - - -

2002.2.2 163 2 3 - -

2002.4.28 67 15 6 - -

2002.7.6 *1 181,97 - - - -

2002.7.28 150＜ - - - - 　

2002.10.13 75 16 - - -

2002.12.22 228 1 - - -

2003.2.22 177 2 5 - -

2003.3.15 124 1 5 - -

2003.4.29 73 - 3 - -

2003.6.14 5 - - - -

2003.6.28 198 - - - -

2003.7.5 234 1 - - -

2003.7.12 *1 244,29 - - - -

2003.7.26 約 40 - - - -

2003.9.23 65 2 1 - -

2003.11.8 75 - - - -

2003.12.20 142 2 - - -

2004.2.11 156 2 1 - -

2004.4.3 98 4 3 - -

2004.7.11 *1 214, 141 - - - -

2004.11.6 104 9 - 1 -

2005.1.15 118 4 5 - -

2005.3.27 104 5 5 - -

2005.6.5 約 40 - - - -

2005.7.10 *1 210, 50 - - - -

2005.8.20 100 40 - - -

2005.11.20 124 - - - -

2006.1.8 143 2 3 - -

2006.3.26 132 2 9 - -

2006.5.21 77 20 - - -

2006.6.11 約 50 - - - -

2006.7.8 *1 172, 98 約 10 - - -

2006.8.2 約 150 - - - -

2006.10.15 52 18 - - -

2006.11.26 151 2 2 - -

2007.2.4 158 1 13 - -

2007.3.10 150 2 15 - -

2007.4.26 121 5 9 - -

2007.6.14 52 5 - - -

2007.7.10 140 - - - -

2007.10.13 103 15 - - -

2008.1.24 286 6 6 - -

2008.4.5 201 1 14 - -

2008.4.24 32 - 11 - -

2008.5.9 28 3 2 - -

2008.7.4 *1 233, 121 9 - - -

2008.8.24 約 60 約 30 - - -

2008.10.26 52 8 - - -

2009.1.30 319 2 17 - -

2009.5.8 52 - 2 - -

2009.7.4 *1 183, 150 - - - -

2009.8.28 約 60 1 - - -

2009.9.3 30 30 - - -

2009.10.3 115 20 - - -

2009.12.7 235 1 - - -

2010.1.8 222 16 2 - -

2010.2.27 217 13 10 - -

2010.4.9 107 19 2 - -

2010.5.28 60 - 1 - -

2010.7.8 *5 183, + 1 - - -

2010.11.11 141 35 - - -

2011.1.10 207 4 2 - -

2011.2.27 181 8 9 - -

2011.3.3 168 3 3 - -

2011.9.23 200 20 - - -

2011.12.8 190 - 3 - -

2012.1.19 182 8 - - -

2012.3.3 199 11 10 - -

2012.9.8 50 50 - - -

2012.11.24 235 - 1 2 -

2013.3.9 174 1 8 - -

2013.12.28 238 - 1 - -

2014.2.27 274 3 4 - -

2014.8.23 100 15 - - -

2014.10.25 150 12 - 7 -

2015.1.17 401 - 4 - -

2015.3.7 290 - 1 - -

2015.3.15 337 8 5 - -

2015.8.19 100 200 - - -

2015.10.10 175 11 - - -

2016.1.16 238 7 3 - -

2016.3.20 113 80 3 - -

2016.8.29 56 70 - - -

2016.10.29 146 45 - 7 -

2017.1.7 204 85 3 - -

2017.2.10 242 210 1 - -

2017.4.1 125 166 6 - -

2017.7.22 (80) 1 - - -

2017.9.16 150 8 - - -

2017.11.25 215 26 - 2 -

2018.2.10 344 226 2 - -

2018.4.29 102 67 3 1 -

2018.7.23 約 250 - - - -

2018.11.3 231 19 - 18 -

2 豊能郡豊
能町山田

石堂
鉱山 350ｍ 2001.12.2 1 - - - -

 廃坑 30ｍ

3 豊能郡豊
能町木代

金山
間歩 450m 2000.8.27 1 - - - -

 廃坑 75ｍ

4 豊能郡豊
能町吉川

西が
谷廃
坑

250ｍ 2011.11.19 2 - - - -

  廃坑 30ｍ

5 豊能郡豊
能町吉川

桐山
鉱山 300ｍ 2000.5.5 4 - - - -

 廃坑 250ｍ 2000.6.25 2 14 - - -

2000.11.19 2 2 - - -
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2001.6.10 3 - - - -

2001.10.14 - 1 - - -

6 箕面市
如意谷

如意
谷廃
坑

180ｍ 2011.10.27 - - - 1 -

  廃坑 30ｍ

7 箕面市上
止々呂美

川浦
鉱山 450ｍ 1999.12.18 4 47 - - -

 廃坑 400m 2000.1.3 7 50 1 - -

2000.2.20 5 86 7 14 -

2000.3.19 6 39 4 130< -

2000.4.23 1 13 3 5 -

2000.5.14 - 50 - 200< -

2000.6.25 - - - 4 -

2000.7.20 2 - - - -

2000.8.26 3 1 - 50< -

2000.10.1 3 4 - 300< -

2000.11.26 7 50 - - - 1/3
水没

2001.1.4 10 28< 6 - -

2001.3.25 3 10< 16 約 50 -

2001.5.26 1 8 - 約 100 -

2001.8.25 2 - - 約 150 -

2001.10.13 24 3< 1 約 90 -

2001.12.22 17 36< 3 - -

2002.3.21 11 約 30 13 約 40 -

2002.6.8 6 1 - 4 -

2002.7.27 3 - - 1 -

2002.9.14 5 5 - 約 40 -

2002.11.23 36 7 - - -

2003.1.11 20 28 7 - -

2003.3.8 20 2 9 - - 1/3
水没

2003.4.20 16 50 - 約 200 -

2003.5.31 19 23 - 200 -

2003.7.21 - - - 1 - 1/3
水没

2003.8.25 約 15 - - - - 1/3
水没

*4 200ｍ 2003.9.23 5 2 - - -

2003.11.24 12 - - 1 -

2003.5.31 19 23 - 200 -

2004.1.12 20 1 - - -

2004.4.3 9 14 4 - - 1/2
水没

2004.5.16 7 - - 2 - 1/2
水没

2004.7.19 10 - - - -

2004.8.28 10 - - 約 116 -

2004.11.6 17 - - - - 1/2
水没

2005.2.20 29 9 1 - -

2005.6.25 10 1 - - -

2005.9.17 3 4 - 20 -

2005.11.20 21 2 - - -

2006.2.5 33 1 - - -

2006.3.26 24 - 12 - - 1/2
水没

2006.6.17 6 - - - - 1/2
水没

2006.6.24 - - - - -
全坑
道水
没

2006.8.9 5 - - - -

2006.8.30 3 2 - 約 100 -

2006.9.17 3 - - 約 30 -

2006.11.26 25 1 - - -

2007.1.3 33 2 - 1 -

2007.2.4 39 - 7 - -

2007.4.26 24 4 11 12 -

2007.6.14 4 - - 50 -

2007.10.11 18 2 - 80 -

2008.1.24 26 2 5 - -

2008.3.27 - - - - -
全坑
道水
没

2008.8.24 5 - - 約 150 -

2008.11.21 30 - 1 - -

2008.12.13 19 - - - -

2009.2.16 30 2 6 - - 1/2
水没

2009.3.27 10 1 1 - - 1/2
水没

2009.5.8 23 137 6 10 -

2009.5.22 20 33 - - -

2009.7.17 *2 21 - - 60 -

2009.8.28 10 - - 1 -

2009.9.3 10 - - 50 -

2009.10.22 29 6 1 2 -

2009.12.7 34 2 - - -

2010.1.8 36 5 2 - -

2010.2.4 40 15 8 - -

2010.3.12 - - - - -
全坑
道水
没

2010.4.9 18 - 4 - - 1/2
水没

2010.7.8 - - - - -
全坑
道水
没

2010.7.22 2 - - - - 1/2
水没

2010.9.9 5 - - 50 -

2010.11.11 30 - - - -

2011.1.10 46 21 4 - -

2011.3.3 20 76 4 - -

2011.6.9 4 - - - - 1/2
水没

2011.7.8 - - - - -
全坑
道水
没

2011.10.27 23 1 - 2 - 1/2
水没

2012.1.19 26 13 4 - -

2012.3.3 23 7 7 - -

2012.5.19 12 10 1 6 -

2012.8.15 5 - - 2 -

2013.3.9 23 - 9 - - 1/2
水没

2013.10.18 29 1 - 35 -

2013.12.28 14 1 5 - -

2014.2.27 16 4 8 - -

2014.6.16 8 4 - - -

2014.8.23 - - - 1 - 1/2
水没

2014.11.3 24 - - 2 -

2015.1.17 24 1 6 - -
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2015.3.7 23 1 10 - - 1/2
水没

2016.1.16 28 7 7 - -

2016.3.20 8 4 14 - -

2016.9.10 - 1 1 - -

2016.10.29 31 - - 5 1

2017.1.4 24 10 4 - -

2017.2.10 25 19 7 - -

2017.3.18 27 59 12 - -

2017.6.12 8 8 - - -

2018.2.10 18 97 8 - -

2018.4.16 14 - 4 1 -

2018.6.16 7 - - - -

2018.11.26 12 - - - -

8 高槻市
成合

高槻
地下
倉庫

70ｍ 2004.9.11 24 73 - - -

 防空
壕 450m 2008.9.25 39 127 - - -

2010.3.12 25 349 - - -

2012.5.10 58 175 2 - -

2013.5.17 111 247 - - -

2015.8.19 169 186 - - -

2016.11.26 77 64 1 - -

2016.12.17 113 541 - - -

2016.3.19 98 375 2 - -

2017.6.30 *3 7, 10 17 - - -

2018.1.8 110 545 1 - -

2018.10.20 109 425 - - -

9 茨木市
生保

安威
川ダ
ム試
掘坑

100ｍ 2008.10.23 4 - 1 - -

  
ダム
試掘
坑

450ｍ 2008.11.21 - 1 - - -

2009.9.18 4 - - - -

2010.3.12 - 15 - - -

2012.5.10 17 2 - - -

10 和泉市
黒石町

七つ
池隧
道

130ｍ 2018.12.9 1 - - - -

  導水
路 210ｍ

11 岬町
多奈川

谷川
砲台 195ｍ 2008.2.14 - - - - -

 戦争
遺跡 27m 2008.4.27 4 - - - -

2008.6.24 *1 55, 33 - - - -

2008.7.31 80 - - - -

2008.8.29 32 - - - -

2008.10.3 31 - - - -

2009.6.28 *1 61, 33 - - - -

2009.8.21 33 - - - -

2010.4.16 14 - - - -

2010.7.1 *1 68, 60 - - - -

2011.5.26 20 - - - -

2011.3.23 16 - - - -

2011.7.3 *1 73, 30 - - - -

2011.7.16 (34) - - - -

2011.7.28 (80) - - - -

2012.7.7 *1 64, 40 - - - -

2013.6.30 *1 69, 38 - - - -

2015.7.11 *1 106, 45 - - - -

2016.6.26 (68) - - - -

2018.7.1 *1 75, 65 - - - -

2018.7.14 (4) - - - -

2018.8.19 9 - - - -

2018.10.8 42 - - - -

12 岬町
多奈川

多奈
川防
空壕

5m 2017.8.13 4 - - - -

 防空
壕 150m

13 岬町
孝子

孝子
防空
壕

115m 2018.12.2 9 - - - -

 防空
壕 35m

14 阪南市
桑畑

鳥取
ダム 150m 2008.1.20 - - - 1 -

 
ダム
点検
坑

250ｍ 2008.8.16 3 約 60 -

2008.10.3 6 - - 約 250 -

2009.7.17 3 - - 30 -

2009.8.21 3 - - 130 -

2010.7.22 1 - - 3 -

2010.10.21 5 - - 300 -

15
泉南郡
熊取町
久保

永楽
ダム
導水
路

150m 2008.2.18 1 - - - -

 導水
路 250ｍ

16 千早赤阪
村千早

千早
隧道 495m 2007.6.28 2 - - - -

 廃隧
道 88m 2015.6.7 3 - - - -

2016.5.5 2 - - - -

2016.11.30 - - - - -

2018.5.4 3 - - - -

2018.6.2 2 - - - -

2018.7.1 1 - - - -

2018.10.6 1 - 1 - -

2018.11.10 2 - - - -

17 千早赤阪
村水分

堀切
隧道 190m 2018.5.4 1 - - - -

 廃隧
道 80m 2018.7.1 1 - - - -

2018.9.1 2 - 1 - -

2018.10.6 5 - - - -

2018.11.10 3 - - - -

18 交野市
私市

私市
防空
壕

70ｍ 2018.6.17 1 - - - -

 防空
壕 45m 2018.10.6 - - - - -

2018.11.10 1 - - - -

19 柏原市
円明町

玉手
山防
空壕

50ｍ 2018.10.14 1 - - - -

 防空
壕 30m

20 東大阪市
上石切町

七面
山神
社

400m 2016.12.4 1 - - - -

 岩窟 20m
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テングコウモリ
　23カ所の調査地のうち、6カ所で確認された。能勢町山田の豊能鉱山跡（1）および箕
面市上止々呂美の川浦鉱山跡（7）では複数個体が観察された。この 2カ所の洞穴におけ
る月別確認数と確認率を表 2に示した。豊能鉱山跡（1）では 1～ 5月に確認率が 80％を
超えたが、6～ 10月はほとんど確認されなかった。川浦鉱山跡（7）では 1～ 4月に確認
率が 80％を超えたが、6～ 8月はほとんど確認されなかった。高槻市成合の高槻地下倉
庫跡（8）でも年により複数個体が利用していたが、個体数は多くなかった。

ユビナガコウモリ
　23カ所の調査地のうち、4カ所で確認された。ユビナガコウモリは翼長が長く幅が狭
い特徴を持ち、直線的な構造の洞穴を好むことが知られている（沢田 1994）。大阪府では
箕面市の川浦鉱山跡（7）と阪南市の鳥取ダム点検坑（14）が春から秋の生息地になって
いた。川浦鉱山跡（7）は入り口から直線的に 400ｍの坑道を持ち、ユビナガコウモリの
生息に適した構造を持っているので多数が利用していたと思われたが、2003年の落盤に
より坑道長がほぼ半分に短縮してから（表 1＊ 4）生息数が徐々に減少しているようである。
特に、2009年以降は観察例が 100頭以下になっている。坑道長の変化が微気象に影響し、

表２　豊能鉱山跡（1）と川浦鉱山跡（7）における、テングコウモリの月別確認数と確認率．

Rf：キクガシラコウモリ　Rc：コキクガシラコウモリ　Ml：テングコウモ
リ　Mf：ユビナガコウモリ　Mm：モモジロコウモリ
長さは、複数の坑道があるものではその合計を記載した。
(　) 内の数字は、夜間調査における新生児の数を示す。
*1：日没後、成獣の出巣をカウント後洞穴に入り、残された新生児を数えた。
前の数字は出巣した成獣の数、後ろは新生児数。
*2：午前 11 時に入洞したところ、新生児を抱いたキクガシラコウモリ成獣
4 頭を確認した。
*3：午後 7 時 15 分に入洞したところ、キクガシラコウモリ成獣 7 頭、幼獣
10 頭を確認した。
*4：400 ｍあった坑道が、2003 年 9 月に、落盤により 200 ｍに短縮された。
*5：成獣の出巣数は数えたが、危険のため新生児コロニーの観察はできな
かった。

１　豊能鉱山跡 (2000～ 2018 年）

調査月 調査回数 確認した回数 確認頭数
調査時に確認
された割合
（％）

１月 11 10 0-17 90.9 

２月 9 9 1-13 100.0 

３月 10 10 1-15 100.0 

４月 12 11 0-14 91.7 

５月 5 4 0-2 80.0 

６月 5 0 0 0.0 

７月 16 0 0 0.0 

８月 7 0 0 0.0 

９月 6 1 0-1 16.7 

10月 8 0 0 0.0 

11月 10 2 0-2 20.0 

12月 5 2 0-3 40.0 

合計 104 49

７　川浦鉱山跡 (2000～ 2018 年）

調査月 調査回数 確認した回数 確認頭数
調査時に確認
された割合
（％）

1月 12 10 0-7 83.3 

2月 9 8 0-8 88.9 

3月 14 12 0-16 85.7 

4月 6 5 0-11 83.3 

5月 8 2 0-6 25.0 

6月 10 0 0 0.0 

7月 8 0 0 0.0 

8月 10 0 0 0.0 

9月 7 1 0-1 14.3 

10月 7 2 0-1 28.6 

11月 10 1 0-1 10.0 

12月 5 2 0-3 40.0 

合計 106 43

21 池田市
畑

秦野
鉱山 200m 2001.10.14 4 10 - - -

 廃坑 200m 2002.6.9 5 7 - - -

22 池田市
五月山

大萱
原鉱
山

100ｍ 2001.1.27 - 1 - - -

  廃坑 80m 2001.5.26 4 - - - -

23 池田市
木部町

木部
鉱山 170m 2009.9.27 2 8 - - -

 廃坑 400m
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生息数が減少しているのかもしれない。鳥取ダム点検坑（14）は入り口からすぐに 90度
曲がった後に、直線的な坑道が 150ｍあり多数のコウモリが利用していたが、2011年 5
月に出入り口が封鎖されたため、コウモリの出入りができなくなった。
　前田（2009）は、近畿地方のユビナガコウモリはそのほとんどが和歌山県白浜町で哺
育されたものであろうと推測している。我々の調査地では、出産・哺育は確認されていない。

モモジロコウモリ
　箕面市上止々呂美の川浦鉱山跡（7）で 2016年 10月に一頭観察されたのが大阪府での
初記録である。大阪府との県境に近い、兵庫県の導水路や廃坑では複数がしばしば観察さ
れている（浦野 2003）。

  まとめ

　キクガシラコウモリは 1頭当たり、一夜に体重の 30%、すなわち、6ｇの昆虫を採餌す
ると言われている（澤田 2000）。そのため、コウモリ類は森林害虫である昆虫類を多量に
捕食することにより森林保護に多大な貢献をしているものと思われるが、近年、コウモリ
の休息場所である洞穴が、危険防止のために閉塞される傾向にある。コウモリ類の生息を
知らないでコンクリートで完全に閉塞される例（佐野ら 2004）があるのは残念な事である。
また、観光資源として廃坑や廃隧道を整備し、照明器具等を設置したためにコウモリ類が
利用しなくなるケースもある。佐野（2004）は生息環境を守るために、コウモリ類が生
息する人工洞穴などではバットゲートと呼ばれる、「人は入れないがコウモリ類は通過で
きる」柵を設置する事を推奨している。
　今後もコウモリ類の生息環境を守りながらその推移を見守りたい。

  謝辞

　稿をまとめるにあたり、終始ご指導いただきましたコウモリの会の山本輝正氏、三笠暁
子氏、七つ池隧道、玉手山防空壕の情報を提供くださった下村芳生氏に深謝いたします。
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こうもりライフ in Poland
海 外レ ポ ート

ソルネク流　由樹

　はじめまして。ポーランドのコウモリの会会員、ソルネクと申
します。動物好きは子供の頃からで、立派な（？）大人になった
現在もその道を歩み続けております。
　その「好き」枠にはいる一種がコウモリです。時折、夕方庭に
座っていると主人が「あ！コウモリ！」と指差すことがあったの
でちょっと調べてみようと調べだしたら、あり地獄ならぬコウモ
リ地獄にはまってしまいました。ということで、今回はポーラン
ドのコウモリ事情をちょっぴりレポートいたします。

　ポーランドでは現在 26種のコウモリが確認されています。多
くはヒナコウモリ科でキクガシラコウモリが 2種加わっています。
残念ながらコウモリ研究をされている専門家は少なく、多くの人
が別の専門の仕事をしながらコウモリの研究や保護活動を続けて
います。そして冬の間に、国中に広がる保護団体に属する彼らが
個体数を調べる調査をしているのですが、約 10年前に個体数の激
減が見られました。コウモリが住める環境の悪化と、使用される
農薬被害が原因だそうです。住める環境の悪化・・・つまり、コ
ウモリが好む住宅が激減してしまったのが原因だそうです。ウロ
がある木の伐採されたのも然り、人間の住宅の変化も一因だそう
です。かつては、コウモリが好む屋根裏のある家も多く、田舎に
いきますと納屋を所有する家も少なくなかったのですが、近年は
そういう建物がめっきりと減り、「住みにくい世の中」というのは
人間だけの台詞だけではなかったようです。

　そのため、「住みにくい世の中」を「住みやすく」、とまるで選
挙前の演説フレーズのように始めた企画が「教会の補修をしてコ
ウモリに住処を与えよう」というものです。コウモリが多く生息
するポーランド南部の山岳地帯は古い教会の痛みが激しく、待っ
たなしの手入れが必要なものが多かったのですが、資金難で放置
状態となっていました。それらの教会や建物を補修して、活動期
に屋根裏でコウモリが寝泊りできるスペースを作ろうという、一
石二鳥の案がでてきました。ちょうど、ヨーロッパ内でもコウモ
リの個体数の激減が報告されていて、さらにここでは個体数の減
少が問題になっていたキクガシラコウモリの住んでいる地域だっ
たからでしょうか、その案に EUからの補助金もつきまして多くの
建物が改築、もしくは補修され、また人が勝手に出入りしないよ
うコウモリが冬眠時に利用する洞窟に鉄格子をとりつけるアクシ
ョンも行われていました。
　それと平行して、力をいれていたのが学校や地域での教育活動
です。コウモリが、どれだけ夏の間に蚊を食べてくれるか（ああ、

ポーランドの動物園にいるコウモリ .
入園者の頭上にガッツリとぶらさがっています.

教育ボード .

街中で見かけたコウモリの窓 .
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　2018年 10月 20日（土）と 21日（日）の両日、第 24回コウモ
リフェスティバルが三重県津市の三重県総合博物館を主な会場にし
て開催されました。いくつかの反省点はあるものの、多くの皆さん
のご協力で何とか無事に終えることができましたので、その概要を
報告します。

さあ、困った！
　2018年 6月、コウモリの会事務局の三笠暁子さんから突然の電
話がありました。用件は「今年のフェスタは北海道で開催する予定
だったが、都合で開催が難しくなったので、三重でできないか？」
とのこと。突然の申し出に驚き、その場では返事を保留しました。
大会事務局を引き受けることなど、事務処理能力の低さには定評の
ある私には荷が重いことは承知しつつも、すぐにお断りしなかった
のは、三笠さんの迫力に圧倒されたからだけではありません。長年、
コウモリの会にお世話になりながら、コウモリ・フェスタにはいつ
も「お客さん」として参加するばかりで心苦しく感じていましたし、
コウモリ・フェスタは絶対に途切れさせてはいけないという私なり
の思いもあったからです。幸い、私は三重県を定年退職して三重県
総合博物館に再任用されたばかりで、仕事にも余裕ができましたし、
職場はフェスタの会場としても格好の場所です。フェスタ開催は博
物館の PRや集客にも貢献できるという思いもあり、気持ちは揺れ
ました。
　そうこうするうちに、事務局の水野昌彦さんと三笠さんが「下見」
にお越しになりました。館内をご案内する中で、施設の充実ぶりを

図１　野口郊美さんデザインのポスター・チラシ .

コウモリフェスティバル in 三重を
開催して

国 内 レ ポ ート

佐野　明

これとっても重要なポイントですね、ハイ）を知るだけでもコウモリにとって環境はまっ
たく違ってきます。その事実を知っている人は、自宅の屋根をコウモリが夏の間寝床にし
ても「助かるわ～」ぐらいの心構えになりますし、なかにはコウモリのための特別な巣箱
を手配する人もいるそうです。みんなが少しだけ、コウモリに優しい目を向ければ自然形
態が崩れるのを少しだけでも防ぐことができます。そのためには、やはり広く教育活動が
必要です。
　ということで、コウモリの生息数が多い地域ではコウモリのコンクール、オリエンテー
ションなどの催しを定期的に行い町おこしをしているところがあります。その町では、コ
ウモリクッキーやコウモリ・グッズ　ショップ？などもあるそうなので、近々足を運びコ
ウモリ探索に出かけてきたいとおもいます。

（Yuki Nagare-Sornek　ポーランド）

国 内 レ ポ ート
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図２　展示の様子 .

さんざん持ち上げていただき、もう後には引けません。
　「デザイナーの野口郊美さんに頼んで、キクガシラコウモリをメインキャラクターにした
チラシやポスターを作りたい」「記念にキクガシラコウモリのグッズ（一筆箋）を作って売
りたい」と、わがままを言ってからお引き受けすることにしました。7月下旬のことです。

開催に向けて
　やると決まれば、準備を急がねばなりません。まずは、博物館の施設の空き状況を確認
し、開催日を 10月 20日（土）、21日（日）の両日に決めました。
　プログラムについては、初日は講演会を中心に、クラフト教室とコウモリ観察会を開催
し、2日目にはエクスカーションを実施することとしました。もちろん、2日間とも館内
各所でコウモリの生態写真や解説パネル、グッズを展示します。
　観察会は博物館周辺での「アブラコウモリ観察会」とすることにすんなり決まったもの
の、問題は講演会とエクスカーションです。まず、講演会については、私が「もっとも講
演を聞きたい」と思う 4名の方に、「旅費も謝礼も出ませんが、講演してくださいません
か」とお願いしてみました。厚かましい依頼にもかかわらず、みなさん、快諾してくださ
り、下記のプログラムに決まりました。
「洞穴性コウモリの生き残り戦術」　　　　佐野　明（三重県総合博物館）
「コウモリの食性を調べる」　　　　　　　佐藤顕義（有限会社アルマス）
「コウモリのエコーロケーションに学ぶ」　飛龍志津子（同志社大学）
「コウモリの名前」　　　　　　　　　　　河合久仁子（東海大学）
「コウモリの移動生態学」　　　　　　　　福井　大（東京大学）
　講演者は私を除き、いずれも最先端で精力的なコウモリ研究に取り組んでおられる方ば
かり。充実した講演会への期待が高まりました。
　エクスカーションの行先についても、私のわがままで、津市からは車で 1時間半ほどか
かる奈良市のこうもり博物館をメインとしました。ここは特定非営利活動法人東洋蝙蝠研
究所が運営する施設で、2002年に開館した日本で唯一のコウモリ専門の博物館です。当
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日は閉館日でしたが、理事長である前田喜四雄先生と奥村一枝さんのご厚意で見
学を受け入れてくださることになりました。
　フェスタの内容も固まり、さらに、この頃、野口さんから素晴らしい
チラシ・ポスターのデザイン（図 1）が届き、「もうほとんどフェスタ
は終わった」という根拠のない充足感に見舞われました。

いよいよフェスタ！
　前日には、大沢夕志さん、大沢啓子さん、佐藤顕義さんと博物館
スタッフが準備を手伝ってくださり、何とか 10月 20日（土）の当
日を迎えることができました。展示については大沢さんご夫妻がほ
ぼ全面的に監修してくださいました（図 2）。フェスティバルの会を重
ねるごとに洗練されていく展示を見て、大沢さんの「コウモリのイン

タープリター」としてのこれまでの活動の充実ぶりを実感しました。
　講演会は、定員 80名の会場に 140名を超える聴講者が集まり、廊下まで

人があふれる盛況でした（図 3）。手弁当で来てくださる講演者に、「ガラガラの
会場で講演させるわけには行かない」と強く思っていましたので、本当に胸をなでおろ
しました。ひとり 30分という限られた時間ながら、講演者のみなさんがそれぞれの高度
な研究を平易な言葉でわかりやすく解説してくださり、専門家でない人にもコウモリと
その研究の魅力が十分に伝わったと思います。「充実した講演会であった」とのご意見を
いくつもいただきました。ただ個人的には、大会事務局としての雑用があり、みなさん
の講演をゆっくりと聞くことができなかった（したがって本稿でも要旨をご紹介できな
い）のは心残りです。
　講演会と併行して、博物館内ではクラフト教室も開催されました（図 4）。メニューは
ストローと紙で作るぱたぱたコウモリ、コウモリ紙ヒコーキ、コウモリ塗り絵。特に、ぱ
たぱたコウモリは人気で、子どもたちは 4種（キクガシラコウモリ、ヤマコウモリ、ウ

サギコウモリ、クロアカコウモリ）の中から好きな種を選び、完成
した作品を手に嬉しそうにコウモリを羽ばたかせていました。
　夕方からは会場を博物館前の調整池に移し、「アブラコウモリ観察
会」です。それに先立ち、大沢夕志さんから、ガイダンスを兼ねて「コ
ウモリの世界～吸血鬼なんかじゃないよ」と題するお話がありまし
た。貴重な瞬間を捉えた素晴らしい写真の数々に感嘆の声がいくつ
も上がっていました。
　観察会は参加者 110名を数える盛況でした（図 5）。しかし、当日
は秋風というには冷たい西風が強く吹き、なかなかご本尊が現れま
せん。主催者としてみなさんに少しでもその姿やバット・ディテク
ターを通じて声を聞いていただきたかったのですが、思いは叶わず、

図３　河合久仁子さんの講演 .

図４　
ぱたぱたコウモリ
などのクラフト教室 .

図 5　コウモリ観察会の模様 .
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図 7　こうもり博物館での
記念撮影 .

図 6　エクスカーションでは隧道跡
のバット・ゲートを見学 .

本当に申し訳ない気持ちになりまし
た。前日と翌日にはその姿を楽しめた
だけに、なんとも恨めしい秋風で、私
にとっては苦い観察会となりました。
　その後は、津駅前の居酒屋で懇親会
が開催されました。地方都市ではあい
にく 70名の参加者が一堂に会せる会場が限られ、チェーン店居酒屋での開催となり、地
元の食材や地酒を味わっていただけなかったことが心残りです。それでも参加者が年齢や
職業、さらには「コウモリ経験」の垣根を越えて、思い思いにコウモリ談義に花を咲かせ
ておられました。また、みなさんの厚意で提供されたコウモリ・グッズのオークションも
行われ、売り上げはコウモリ保護基金に寄付されました。
　翌 21日（日）にはエクスカーションを開催しました。午前 10時に博物館に集合いただき、
40名の参加者はそれぞれ車に分乗して、見学場所を巡りました。最初にご案内したのは、
津市内の隧道跡に設置されたバット・ゲートです（図 6）。そのバット・ゲートの設置の経
緯については、コウモリ通信 22(1)号で紹介していますので、ぜひそちらをご覧ください。
　その後は、奈良市にある「こうもり博物館」を訪ねました。前田先生は施設に関する説
明をするだけでなく、ご自身の論文別刷を多数提供してくださり、参加者の多くがそれぞ
れに興味のある論文を持ち帰っていました。最後に参加者全員で記念撮影をして（図 7）、
散会となりました。

おわりに
　今回のフェスティバル開催に際しては、本当に多くのみなさんに助けていただきました。
コウモリ会事務局はもちろんのこと、展示や撤収を手伝ってくださったコウモリの会会員
のみなさん、講演してくださった佐藤顕義さん、飛龍志津子さん、河合久仁子さん、福井
大さん、大沢夕志さん、チラシ・ポスターのデザインをしてくださった野口郊美さん、エ
クスカーションを受け入れてくださった東洋蝙蝠研究所の前田喜四雄理事長と奥村一枝さ
ん、そしてオークションに出品くださったみなさんに厚くお礼申し上げます。また、三重
県総合博物館には後援をいただき、多くの便宜を図っていただきました。同ミュージアム・
ショップにはグッズの販売にご協力いただきました。本当にありがとうございました。
　顧みて反省すべき点も多かった三重大会でしたが、「コウモリ屋の心意気」に支えられ
無事に終えることができました。今は「やって良かった」と実感しています。あの日、三
重で出会った人々の中で、旧交が温まり、新しい交流も生まれ、コウモリの研究や保護の
輪が少しでも広がれば、こんな嬉しいことはありません。

（さの・あきら　三重県総合博物館）
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事 務 局 か ら

日時　2017 年 8 月 6 日（日）8：00 〜
場所　青森県上北郡七戸町ふれあいセンター大研修室
１・あいさつ
２・事業報告（2016 年 7 月 1 日〜 2017 年 6 月 30 日）
2-1　コウモリフェスティバル2016in天狗高原の開催（2016年9月10〜11日）
　2016 年 9 月 10 日〜 11 日、高知県高岡郡津野町の天狗高原カルス
ト学習館を会場に、第 22 回ウモリフェスティバル 2016 in 天狗高原が
行われました。当日は 100 名を超える参加者があり、お天気も上々で、
9 日からの前夜祭も含めた 2 晩にわたるコウモリ調査では、キクガシラ
コウモリ、コキクガシラコウモリ、テングコウモリ、コテングコウモリ、
モモジロコウモリ、モリアブラコウモリの 6 種 68 頭の捕獲確認ができ
ました。参加者は子供からお年寄りまで、コウモリに詳しい方から初め
ての方まで、様々な方がご参加くださり、コウモリを間近で見ることが
でき、参加者の皆さんも大満足の様子でした。ご講演、ワークショップ
をお引き受けくださった皆様、スタッフとして準備、開催のためにご尽
力くださった皆様、本当におつかれさまでした。
2-2 「風力発電施設がコウモリ類に与える影響ー評価手法と対策 2017 年版」( 仮称）
の作成のための EUROBATS(2014) 翻訳チームの募集と作業開始（2016 年 10 月 17 日）
　コウモリの会では 2012 年から、風力発電施設の風車にコウモリが衝
突して死亡する「バットストライク」について、その予防対策を講じ
るように環境省や地方自治体など関係機関に働きかけを行ってきまし
た。昨年暮れには国内外の事故の実態と予防のために必要な調査とその
検証・対策についてを会の有志でまとめ、『風力発電施設がコウモリ類
に与える影響−評価手法と対策 2015 年版』として環境省に提出しまし
た。その一部は 2017 年の６月に環境省から発行された「海ワシ類の風
力発電施設バードストライク防止策の検討・実施手引き」の中の「２）
海ワシ類以外におけるバードストライク等の課題」 の中に、わずかで
はありますが取り上げられました。http://www.env.go.jp/press/files/
jp/103236.pdf
　しかしこのまとめは、2016 年 11 月に環境省より依頼をうけ、12
月に提出と、大変短い期間で海外の資料を翻訳し、原稿をまとめたた
め、内容を吟味、推敲できていない部分があり、一般に広く公開できな
い状態にあります。そこで再度、海外の資料（特に EUROBATS(2014) 
Guidelines for consideration of bats in wind farm projectsRevision を
精読し、『風力発電施設がコウモリ類に与える影響ー評価手法と対策 
2017 年版』( 仮称） を作り、会の HP などで pdf にして公開してはどう
だろう、ということになりました。
　現在、会の中に「風力発電ワーキンググループ」を作り、活動を続け
ておりますが、さらに、この翻訳と原稿まとめの作業を一緒に行なって
くれる会員の方を募集しましたところ、以下の 11 名の方々が手をあげ
てくださいました（以下、五十音順）。重昆達也さん（埼玉県）、河股勲
さん（神奈川県）、小柳恭二さん（長野県）、佐藤顕義さん（埼玉県）、
谷岡仁さん（高知県）、辻明子さん（長野県）、本多宣仁さん（神奈川
県）、三笠 暁子（神奈川県）、安井さち子さん（茨城県）、山口裕司さん

（北海道）、吉倉智子さん（北海道）。昨年よりメンバーでページを分担
し、EUROBATS(2014) の輪読を行い、ほぼ終了するところです。現在は、
新たな発見や疑問点がわき、追加文献を読む作業に入っています。
2-3 コウモリフェスティバル 2017in 青森県七戸町開催のための打ち合
わせ (2017 年 1 月 31 日 )
　2017 年 1 月 31 日、青森県七戸町へ、コウモリフェスティバルの下
見と打ち合わせに行って参りました。コウモリの会事務局の水野、共催
のコウモリの保護を考える会ならびにコウモリの会会員の林聡彦さんと
峰下耕さんとともに、七戸町農林課課長の天間孝栄さんと打ち合わせを
行いました。
2-4 向山満先生業績集の進行

　「向山満先生業績集」の編集作業がほぼ完了し、現在は各著作のヘッ
ダー（文献情報）とフッダー（掲載されているコウモリの種名リスト）を、
佐野明さん、安井さち子さん、三笠で校正を行っています。予約購読者
を募集中で、現在までの予約数は 58 冊です。目標の 80 冊に到達して
いないので、今後、80 冊に満たない場合はどうするかを検討する必要
があります。→ 2017 年８月 16 日現在、予約数が 90 冊に達しました
ので、発刊できることになりました。（事務局）
2-5 風力発電問題に関する活動
　2017 年４月 12 日に環境省自然環境局野生生物課計画係長の有山さ
んから、「現在当課ではセンシティビティマップ作成の検討を行ってい
るところですが、コウモリのバッドストライクについても課題の１つと
して認識しているところです。なかなか生態、風車との関連性等が情報
不足であることから、今回のマップに反映することは困難と考えつつ
も、以前メール頂いておりました、コウモリの評価や調査手法について
貴会として最新の知見があればお聞かせいただきたいと考えているとこ
ろです」との連絡を受けて、今後、コウモリの会ではどのような活動を
していく計画なのか、また、海外では風力発電がコウモリ類個体群に与
える影響が大きく、このままでは、種によっては今後 50 年間で個体数
が 90％減少するという推定がだされたことなどを伝えに、風力発電ワ
ーキンググループの佐藤顕義さんと三笠で、４月 19 日に環境省自然保
護課へ伺いました。当日は、佐藤さん、三笠のほかに、環境省自然環境
局野生生物課計画係長有山さん、環境省総合環境政策局環境影響審査室
吉澤さん、鈴木さん、いであ（株）国土環境研究所副所長田悟さん、自
然環境保全部研究員堀江さんの 5 名が参加されました。
2-6 コウモリ通信の発行について
　今期中に、コウモリ通信 28 号を発行する予定でしたが、できませんで
した。申し訳ありません。たくさんの方から、お原稿を寄せていただいて
おります。発行まで、今しばらくお待ちくださいますようお願いいたします。
2-7 赤谷プロジェクトでの音声モニタリングについて
　群馬県水上町赤谷の森で行われている「赤谷プロジェクト」（林野庁、
日本自然保護協会、地元の協議会が協働で行っている人工林を自然林に
復元する取り組み）で、2008 年より数年おきに行われている、人工林
伐採地でのコウモリの音声による活動モニタリングを、本年度も行うこ
とになりました。予算は 15 万円と少額ですが、７月、８月の２回、野
外での器機取り付けと、音声ライブラリーのためのコウモリの捕獲調査
を行う予定です。
2-8「市民参加型コウモリ類モニタリングプロジェクト iBats-Japan」の継続
　前年に引き続き、頻度は低いもののモニタリング活動は継続中です。
開始から 5 年続けて継続的にモニタリングできているルートもありま
す。現在、英国の iBats サーバーがメンテナンスのため停止中ですが、
問い合わせたところ、リニューアルに向けて作業中とのことです。ヨー
ロッパ中心の市民参加型コウモリモニタリング Bat Detective (https://
www.batdetective.org/) のように、より簡単にデータ入力ができるサイ
トになる模様です。Bat Detective のサイトでは日本の iBats についても
紹介されています。サーバ停止によりアップロードできていないデータ
は DVD にて保管しています。
３・会計報告　承認されました（次ページ参照）
■グッズ売上金のうち、今年度の 20 周年記念ポスターの売上数は、10
枚（5000 円）となりました。記念ポスターは 600 部印刷、会員贈呈分（各
１部）カメラマン・著者等への贈呈分をのぞき、現在 150 部在庫があ
ります。１部 500 円で販売しています。
４・予算案　承認されました（次ページ参照）
　＜会場からの意見＞
●会費の未納者はどのような扱いになっているのか。
→会費はまとめ払いを可能としてるが、５年間未納の場合は自動的に会

第 23 回コウモリの会総会報告
コウモリの会事務局
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員登録を消去している。（事務局）
●野鳥の会のようなファミリー会員制を設けてはどうか。
→家族の場合、ご夫婦２人で１人分にしている方と、会報やお知らせを
別々にほしいので２人分にされている方がいて、どちらも選択できるよ
うにしている。（事務局）
●野鳥の会のように観察会の保険代などがあればファミリー会員もいい
かもしれないが、コウモリの会の場合、会報や案内が送られてくるのみ
なので、今のままでもいいのではないか。
５・事業計画（2017 年 7 月 1 日〜 2018 年 6 月 30 日）
5-1　来年のコウモリフェスタの開催地について（水野）
　来年のコウモリフェスタの開催については、これまでに、案として奥多摩

（重昆氏案）、日光（三笠案）、赤谷（水野案）などがあがっています。これから、
それぞれの案について実現可能かを検討していく予定です。他にも募集し
ていますので、行いたいという方は事務局までご連絡ください。
5-2「市民参加型コウモリ類モニタリングプロジェクト iBats-Japan」の
継続（福井氏）
　次年度も小規模で良いので活動を継続します。モニタリングに要した
燃料費は支払い可能です。また、並行して解析も行っていきます。
5-3　風力発電問題に関する活動について（三笠）
　今年度じゅうには、コウモリの会版てびき「風力発電施設がコウモリ類に
与える影響ー評価手法と対策 2017 年版」( 仮称）を作成し、ホームページ
で pdf を公表する予定です。また、今後も環境省や経産省へ、適切なコウ
モリ調査の実施と対策の実施についての働きかけを行っていく予定です。
5-4　評議員の選出方法について（三笠）

　これまで、評議員の選出方法がはっきり決まっていなかったので、決
めた方がいいのではないか。会則には、「第 10 条　「選出」　各種役員
は総会において会員の互選により選出する。」とある。
＜会場からの意見＞
●選出は事務局一任でいいのではないか。
●会則に「総会において会員の互選により選出」とあるが、どういう方な
のかわからず、推薦のようなものがないと、選ぶにも判断基準がなく、難しい。
→今回の意見をふまえ、評議員間で話し合い、次回の総会で提案したい
と思います。（事務局）
６・役員改選
会長　　山本輝正 （岐阜県立土岐紅陵高等学校教諭）
副会長　松村澄子 （元山口大学理学部准教授）
評議員　大沢啓子 （フリーライター、インタープリター）　大沢夕志 （オ
オコウモリ写真家、インタープリター）　斉藤 理 （茨城県水戸市）　佐
野 明 （三重県伊賀農林事務所）　中川雄三 （動物写真家）　原田正史 （元
大阪市立大学医学部准教授）　福井 大 （東京大学北海道演習林助教）　
船越公威 （鹿児島国際大学国際文化学部教授）　谷地森秀二（四国自然
史科学研究センター　センター長）　箕輪一博 （柏崎市立博物館学芸員）
吉倉智子 （北海道富良野市）　　（以上五十音順）
オブザーバー（HP 担当） 丸山健一郎（奈良県五條市）
事務局長　水野昌彦 （フリーエディター）　編集委員長　三笠暁子 （ナ
チュラリストクラブ）　会計監査 佐藤顕義（（有）アルマス）
顧問　吉行瑞子 （元国立科学博物館主任研究官；元東京農業大学教授）

（顧問は改選なし）
７・その他、提案など
＜会場からの意見＞
●コウモリ通信を国立国会図書館の納本制度に基づいて、納本してはどうか。
● ISSN コードを取得してはどうか。
→評議員間で話し合い、検討したいと思います。（事務局）
7-1　会則の会計年度の改正について ( 三笠）

（現行）
コウモリの会会則第１９条
第 19 条　「経費」　本会の経費は、会費その他の収入をもってあてる。
会費は前納制とし、会計年度は10月１日から翌年９月30日までとする。

（改正案）
第 19 条　「経費」　本会の経費は、会費その他の収入をもってあてる。
会費は前納制とし、会計年度は 7 月１日から翌年 6 月 30 日までとする。
８・閉会
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事 務 局 か ら

日時　2018 年 10 月 21 日（日）9：00 〜
場所　三重県津市一身田上津部田 3060 三重県総合博物館レクチャールーム
１・あいさつ
２・事業報告（2017 年 7 月 1 日〜 2018 年 6 月 30 日）
2-1　コウモリフェスティバル 2017in 青森県七戸町の開催（2017 年 8 月 5 〜 6 日）
　2017 年 8 月 5 日〜 6 日、青森県上北郡七戸町の七戸町中央公園ふれあいセ
ンターを会場に、第２３回コウモリフェスティバル 2017 in 青森県七戸町が行
われました。当日は宿泊は満室、観察会には約 80 名の方が参加され、にぎや
かで、楽しいフェスティバルになりました。宮崎の吉行瑞子先生、岩手の遠藤
公男先生先生もご参加くださり、お話を伺うことができました。懇親会では、
遠藤公男先生の哺乳類学会功労賞を皆でお祝いすることができました。また、
懇親会は 20 年前の天間林村でのコウモリフェスティバルと同様かそれ以上の
美味しいお肉とホタテの食べ放題、飲み放題の素晴らしいバーベキューでした。
準備、片付けを七戸町役場の皆さんにしていただき、感謝の言葉もありません。
本当にありがとうございました。２日目は、鹿児島国際大学の船越公威先生に
お忙しい中お越しいただき、先生のコウモリ研究史についてご講演いただきま
した。船越先生の多岐に渡る研究とその情熱に感服いたしました。また、向山
満先生と三戸高校生物部の活動を記録した映画の上映と、作山宗樹さんによる
蝙蝠小舎 40 年を振り返る講演もすばらしく、向山満先生の残された人とのつ
ながり、コウモリの保全活動を実感できるフェスティバルになりました。会場
では、パタパタコウモリや折り紙、塗り絵などのクラフト、巣箱作成教室、フ
ン分析教室、展示コーナー、リース作りなど、様々な体験型イベントが盛りだ
くさんでした。準備に携わった皆様、大変だったと思います。本当にありがと
うございました。

2-2　「風力発電事業におけるコウモリ類への配慮のためのガイドライン 2014
年版」（EUROBATS 刊行シリーズ第６号）の仮訳をホームページで公開（2017
年 12 月）
　コウモリの会風力発電ワーキンググループで翻訳をすすめていました

「Guidelines for consideration of bats in wind farm projects Revision 2014」の
仮訳が出来上がり、会のホームページで公開しました。この仮訳は資料として、
環境省の環境アセスメントデータベース（イーダス）でも引用されています。
今後、会独自のガイドラインを作成すべく、さらに欧米の資料を翻訳中です。
2-3　コウモリ通信 28 号の発行
　2018 年３月、コウモリ通信 28 号を発行しました。お原稿をくださった皆様、
どうもありがとうございました。次号は年内に編集をすすめ、年明けには発行
したいと思っています。
2-4　 「向山満先生業績集」の発行
　2017 年 11 月、5 年間に渡って編集作業をすすめてきました「向山
満先生業績集」が無事、発刊されました。締め切り後の追加注文もあっ
たことから、当初の計算よりも売上金額が多くなり、残金が 186,393
円となりました。詳細は会計報告でお伝えします。
2-5　「市民参加型コウモリ類モニタリングプロジェクト iBats-Japan」の継続
　前年に引き続き、頻度は低いもののモニタリング活動は継続中です。開始か
ら 5 年続けて継続的にモニタリングできているルートもあります。現在、英国
の iBats サーバーがメンテナンスのため停止中ですが、問い合わせたところ、
リニューアルに向けて作業中とのことです。ヨーロッパ中心の市民参加型コウ
モリモニタリング Bat Detective (https://www.batdetective.org/) のように、よ
り簡単にデータ入力ができるサイトになる模様です。Bat Detective のサイトで
は日本の iBats についても紹介されています。サーバ停止によりアップロード
できていないデータは DVD にて保管しています。
３・会計報告　承認されました（下欄参照）

第 24 回コウモリの会総会報告
コウモリの会事務局
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コウモリの会会則
第１章　総則
　第１条　「名称」　本会はコウモリの会と称する。
　第２条　「目的」　本会はコウモリに関する知識の進歩と普及を図るとともに、コウモリの
　　　　　研究や保護の問題にも取り組む。併せて会員相互の交流を促すことを目的とする。
　第３条　「事業」　本会はその目的を達成するために、次の事業を行う。
　　　１　各種見学会、観察会、談話会、研究発表会、講演会、催し等。
　　　２　会誌「コウモリ通信（Bat Study and Conservation Report）」等の発行。
　　　３　関係諸団体、諸学会、諸機関との連絡。
　　　４　その他、本会の目的達成に必要な事業。
第２章　会員
　第４条　本会に入会を希望し、別に定める会費を納めた個人、法人、機関および任意団体。
　第５条　「入会」　本会に入会を希望するものは、会費をそえて本会事務局に申込む。
　第６条　「権利」　会員は次の権利を有する。
　　　１　本回主催の各種行事、総会に出席すること。
　　　２　会誌、その他の印刷物の配付を受けること。
　　　３　会誌および会の発行する印刷物に投稿すること。
　　　４　本会役員候補者を評議員会に提起すること。ただし、団体、法人、  機関会員は
　　　　　除外される。
　第７条　「義務」　本会の目的に賛同し、会費を前納する義務を有する。
　第８条　「退会」　退会しようとするものは本会事務局にその由を届け出なければならな
　　　　　い。なお、会費未納のものは、自然退会となることもある。
第３章　役員
　第９条　「種別」　本会に次の役員をおく。
　顧問１名、会長１名、副会長 1 名、事務局長１名、編集委員長１名、他の評議員５名以上、
会計監査１名以上。
　第 10 条　「選出」　各種役員は総会において決定する。各種役員候補は、事前に会員によっ
て評議員会に提起され、評議員会（役員間メーリングリスト）にて審議・選出する。
　第 11 条　「任期」　役員の任期は次回の総会までとする。
　第 12 条　「会長」　会長は本会を代表し、会務を統括する。
　第 13 条　「副会長」　副会長は、会長を補佐し、会長が不在の場合はその代理を務める。
第４章　機関
　第 14 条　「総会」　総会は最高決定機関であり、会務その他総会および評議員会が必要と

認めた事項を議決する。
　第 15 条　「会計監査」　会計監査は、会の会計を監査し、総会または評議員会の際にその
監査結果について報告をする。
　第 16 条　「評議員会」　
（１）評議員会は会長、副会長、事務局長、編集委員長、評議員で構成し、会長が議長となる。
評議員会は必要に応じて会長が召集し、会の運営方針等を審議執行する。
（２）評議員会は、「会計決算及び事業報告の承認と会計予算及び事業計画の承認、会則の改
正」以外の決定権及び審議執行権を持つ。
　なお、評議員会での決定及び審議執行事項については、次年度の総会において報告を行わ
なければならない。
（３）評議員会の開催については、役員間のメーリングリストで実施する事ができる。
（４）評議員会及び役員間のメーリングリストには、役員の過半数の同意を得た一般会員を
オブザーバーとして加えることができる。オブザーバーは、発言権を有するが、投票権は持
たない。
（５）評議員会は、会の運営方針等を審議執行する前に、会員間のメーリングリストにおい
て一般会員の意見を聞くことができる。
　第 17 条　「事務局」　事務局は会長を助けて会務を運営する。
　第 18 条　「編集委員」　会則第３条第２号の事業を実施するため、編集委員かいをおく。
第５章　会計
　第 19 条　「経費」　本会の経費は、会費その他の収入をもってあてる。会費は前納制とし、
会計年度は 7 月１日から翌年 6 月 30 日までとする。
第６章　会則の変更
　第 20 条　「手続き」　会則の変更は評議員によって提案され、総会において出席会員の３
分の２以上の賛成を得て決定する。

附　則
　第１条　会員の会費は年額 1,000 円とする。
　第２条　本会則は 1995 年 10 月１日より施行する。
　　2000 年 7 月 9 日　　一部改正施行。
　　2001 年 8 月 26 日 　一部改正施行。
　　2007 年 7 月 22 日　 一部改正施行。
　　2017 年 8 月 6 日　  一部改正施行。
　　2018 年 10 月 21 日  一部改正施行。

　会場から：コウモリ保護基金について、これまでにどのようなものに使われ
ているのか？事務局：これまで、２０周年記念のポスターを作ったり、コウモ
リフェスティバルでの予算が足りなかった場合、補助させていただいたことも
あります。
４・予算案　承認されました（下欄参照）
５・事業計画（2016 年 7 月 1 日〜 2017 年 6 月 30 日）
5-1　2019 年のコウモリフェスタの開催地（水野）
　来年のコウモリフェスティバルですが、昨日の懇親会の席上で、島根県立三
瓶自然館の安藤誠也さんと事務局で、開催の可能性について話があがりました。
安藤さんが今後、島根に持ち帰り、ご検討くださるとのことです。安藤さん、
よろしくお願いいたします。（その後、開催の場合の交通手段などについてお
話しいただきました）
5-2　iBats-Japan  今年度の計画について（福井氏）
　次年度も小規模で良いので活動を継続します。モニタリングに要した燃料費
は支払い可能です。また、並行して解析も行っていきます。
5-3　風力発電問題に関する活動について（三笠）
　現在、Bat activity の風力アセスでの評価の仕方を、有志の方々とともに翻訳、
勉強中です。それについて目処がついたら、コウモリの会版のガイドラインの
作成にとりかかりたいと思っています。
5-4 コウモリ通信の国会図書館への献本と、ISSN の取得について（水野）
 　手配を進めています。→その後、国会図書館に納本しました。
5-5 評議員の選出方法と、それに伴う会則の改正について（三笠）資料１
　評議員の選出方法について会則には「各種役員は総会において会員の互選に
より選出する」とあるが、いきなりその場で互選するといっても、どういう方
が適任かもわからないので、選出方法を変えてはどうか、という話が昨年の総
会であり、その後、評議会で評議員の選出方法と、それに伴う会則の改正につ
いて、検討を行いました。細かい部分で、現状ととそぐわない部分についての
会則の改正案を資料１にまとめましたので、ご確認とご検討をお願いいたしま
す。
5-6 コウモリフェスティバル予算の使い方について（三笠）資料２
　会計監査の佐藤さんより、コウモリフェスティバル予算 13 万円について、
概算でもいいので、予算の内訳を作っておいた方がいいのでは、という提案を
いただきました。コウモリフェスティバルの予算は、共催元である地元の団体
でも予算がつく場合と、コウモリの会予算のみで行う場合とがあり、年によっ
て異なります。また、足りない場合は「コウモリ保護基金」から拠出いただい
たこともあります。これまでのおおよその予算内訳を資料２にまとめました。
今後、評議員会を中心に、話し合ってみたいと思います。

以上につきまして、ご意見
を募りましたが、特になく、承認されました。
６・役員改選
　下記にて承認されました（敬称略）。
会長 山本輝正 （岐阜県立土岐紅陵高等学校教諭）
副会長 松村澄子 （元山口大学理学部准教授）
評議員 大沢啓子 （フリーライター、インタープリター）、大沢夕志 （オオコウ
モリ写真家、インタープリター）、斉藤 理 （茨城県水戸市）、佐野 明 （三重県総
合博物館）、中川雄三 （動物写真家）、原田正史 （元大阪市立大学医学部准教授）、
福井 大 （東京大学北海道演習林助教）、船越公威 （鹿児島国際大学国際文化学
部教授）、谷地森秀二（四国自然史科学研究センター　センター長）、箕輪一博 

（柏崎市立博物館学芸員）、吉倉智子 （北海道富良野市）　　（以上五十音順）
オブザーバー（HP 担当） 丸山健一郎（奈良県五條市）
事務局長 水野昌彦 （フリーエディター）
編集委員長 三笠暁子 （ナチュラリストクラブ）
会計監査 佐藤顕義（（有）アルマス）
顧問　吉行瑞子 （元東京農業大学教授）　＊顧問は改選なし
７・その他、提案など
　向山満先生業績集の業績集についての残金 186,393 円は、コウモリ
保護基金に入れるということで、承認いただきました。
８・閉会

資料 1　コウモリの会会則改正案（赤字部分）．

資料２



■コウモリフェスティバル 2019in三瓶、無事終了しました！
　2019年 10月 12（土）,13日（日）に島根県
立三瓶自然館サヒメルで行われましたコウモリ
フェスティバル 2019in三瓶は無事、終了いた
しました。当日は未曾有の大型台風 19号が接
近する中、多くの方々に御参加いただき、みな
さまのお力添えで無事開催することができまし
た。講演会は、一般の方も熱心にご覧になり、
コウモリの面白さを十分に実感されたようです。
地域のコウモリのことがわかって面白かったと
いうメールもいただきました。雨天のため観察
会はできませんでしたが、大沢さん・野口さん
に事前に準備していただいた６つのコウモリブ
ースを室内で開催しました。スタッフのみなさまにご協力いただき、こち
らも大盛況でした。もちろん、大沢さんご尽力のコウモリ展示は多くの人
を集め、大人気でした。懇親会も、久しぶりに会う方、初めて会う方の交
流の場になりました。翌日のエクスカーションは快晴になり、大畑純二さ
んに世界遺産石見銀山遺跡をご案内いただき、遺跡の内部にどのようにコ
ウモリ類が住んでいるのか、遺跡を見ながら詳しい説明をしていただけま
した。また、事前コウモリ調査ではコテングコウモリ４頭を捕獲すること
ができ、キクガシラコウモリも数頭目視することができました。講師のみ
なさま、貴重なフィールドをご案内くださった大畑さん、スタッフのみな
さまのご尽力に感謝いたします。そして、安藤誠也さんをはじめ島根県立
三瓶自然館サヒメルのみなさまには大変お世話になりました。この場を借
り、御礼申し上げます。今回は台風の影響で当日、事務局の三笠が参加で
きなくなるアクシデントがおき、皆さまにはさまざまなご迷惑をおかけし
ました。お詫び申し上げます。

■キクガシラコウモリの一筆箋ができました！
　コウモリフェスティバル 2018in 三重の開催を記念
して、野口郊美さんデザインによるキグガシラコウ
モリの一筆箋を 300冊、コウモリ保護基金で作成し
ました。１冊 500円（税込）です。柏崎市立博物館、
横倉自然の森博物館の各ミュージアムショップにて
販売させていただいています。一筆箋は今後、フェ
スティバルでも販売していきます。

■松村澄子先生が顧問に、佐野明さんが副会長に、
安井さち子さんが評議員に就任しました
　評議員会より、安井さち子さん（ ）を評議員に選出した
いという要望が出され、総会で承認されました。また、松村先生より副会
長交代の審議願いが出され、副会長には現・評議員の佐野明氏に就任いた
だくことが総会で承認されました。なお、総会の承認で松村先生には顧問
にご就任いただくことになりました。
役員（下記の新しい体制が承認されました）
会長 山本輝正 （岐阜県立土岐紅陵高等学校教諭）
副会長 佐野 明 （三重県総合博物館）
評議員 大沢啓子 （フリーライター、インタープリター）　大沢夕志 （オオ
コウモリ写真家、インタープリター）　斉藤 理 （ ）　中川雄三 
（動物写真家）　原田正史 （元大阪市立大学医学部准教授）　福井 大 （東京
大学北海道演習林助教）　船越公威 （元鹿児島国際大学国際文化学部教授）
　谷地森秀二（四国自然史科学研究センター）　箕輪一博 （柏崎市立博物
館学芸員）　安井さち子（ ）　吉倉智子 （北海道富良野市） 
（以上五十音順）
オブザーバー（HP 担当） 丸山健一郎（奈良県五條市）
事務局長 水野昌彦 （フリーエディター）
編集委員長 三笠暁子 （ナチュラリストクラブ）
会計監査 佐藤顕義（（有）アルマス）

顧問 吉行瑞子 （元国立科学博物館主任研究官；元東京農業大学教授）
　　 松村澄子 （元山口大学理学部准教授）　＊顧問は改選なし

■「 (仮称 )上ノ国第二風力発電事業および上ノ国ウインドファーム
に対して絶滅危惧種コヤマコウモリの保全対策を緊急的に求める要望
書」を提出しました
　2019 年７月１日、表題の要望書を風力発電施設事業者である電源開
発（株）および、環境省、経済産業省、北海道庁に提出しました（要望書
の内容は会のホームページでみることができます）。また７月 3 日に環境
省記者クラブで記者会見を行い、北海道新聞、NHK で報道されました。
2019年 12月現在も、この問題は引き続き進行中です。

■研究目的でのコウモリ類の捕獲行為に対する注意喚起について
　神奈川県在住のコウモリの会会員、山口喜盛さんより事務局に連絡をい
ただき、山口さんが継続観察している洞穴で、京都大学の学生が県の絶滅
危惧１類に指定されているテングコウモリを一度に５頭捕獲、標本のため
に捕殺するということが起こりました。その洞穴ではテングコウモリはこ
れまでに最大で７頭しか確認されておらず、このようなことはあってはな
らないことです。京都大学の学生はインターネットで洞窟の位置を知り、
山口さんに事前に連絡は入れたものの返事を待たずに捕殺に及んでしまい
ました。今後、この問題についてコウモリの会として各方面への注意喚起
を行っていく予定です。

■バンドナンバーの情報提供をお願いします！
　コウモリの標識バンドについて、これまで多くの方から情報をご提供い
ただき、事務局にナンバーの問い合わせがあった場合の対応に役立ててお
ります。しかし問い合わせの中には、事務局で把握していない所有者不明
のバンドナンバーもあり、せっかくの再捕獲記録が活かされないこともあ
ります。会員の皆様およびお知り合いの方で、コウモリにバンドをされて
いる方がいらっしゃいましたら、データ活用のためにも事務局に所持番号
をお知らせいただけますようお願いいたします。

■コウモリ保護基金、募金をお願いします！
　コウモリフェスティバルを会独自でも行えるための基金や、コウモリに
関する問題がおこった場合の対応にかかる資金を会員の方々の募金で作る
コウモリ保護基金を設立しました。一口いくらでもかまいませんので、お
振込をお願いいたします（郵便振替口座 00270-4-12189 口座名：コウモ
リの会）。なお、会費と同時にお振込される方は、振替用紙の通信欄に「会
費○年分、コウモリ基金○円」と明記してくださるようお願いいたします。

■ JAPAN-BATSメーリングリスト移行中！
　コウモリの会メーリングリスト JAPAN-BATSは、会員の方ならどな
たでも参加できます。多くの会員にご参加をお願いしているのですが、
2019年 12月 2日をもって freeml.comのサービスが終了してしまうため、
現在 googlegroups.comへの移行を行っております。移行までしばらく
お待ちください。

■コウモリ通信への投稿をお願いします！
　コウモリの会ではコウモリに関する情報を随時受け付けておりますの
で、お気軽に事務局にお寄せ下さい。原稿を下さった方にはささやかなが
ら会費 1年分を無料にさせていただきます。また、お原稿の投稿用フォー
マットが会のホームページにありますので、ご一読をお願いします。

■入会案内
　ハガキ・FAX・Email（mmizunobat@cb4.so-net.ne.jp）にて事務局
までご連絡ください。入会の案内を郵送いたします。＊年会費は 1000円
です。振込先は郵便振替口座 00270-4-12189 口座名：コウモリの会

B A T   I N F O R M A T I O N

コウモリ通信　 Vol.24 No.1  2019. 12　
（通巻第 29号）
●シンボルマーク　村上康成
●編集　山本輝正・三笠暁子・水野昌彦

発行　コウモリの会　〒 249-0001 8-20-3　TEL/FAX 046-873-3677

http://www.bscj.net/     Email:mmizunobat@cb4.so-net.ne.jp         　　　　　    　ⓒ 2019 Bat Study and Conservation Group of Japan

〔編集後記〕 今年のコウモリフェスティバルの当日、台風 19 号が関東を直撃し、飛行機が飛
ばず、三笠は直前で行けなくなってしまいました。幸い水野は、数日前に車で出発していたた
め参加できました。12 日の夜、暴風雨で逗子の家の屋根が一部吹き飛び、猫とともに部屋の
片隅で震えあがっていました。皆さまのところはご無事でしたでしょうか。（三）

野口郊美さん作成のチラシ


